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Ⅰ 国立遺伝学研究所の性格

あJ3民族が将来繁栄して行 くためには少なくともその民族に質的な優秀性が

なければならない｡そしてこの優秀性を育てるために消極的措置ではあるが,

すでにわれわれは民族厚生法なる法律を持ってお り,これによって好 ましか ら

ぬ形質を子孫に伝えないように考えている｡だが 積 極的に優秀形質を育成した

り遺伝せしめた りする方策はこれを持っていないのであるOそれは人間につい

てはlLむを得ないことであるとしても,優良形質の遺伝に閑する研究はます進

めて行かねぼならぬ重大なることである｡

また民族の繁栄を期待するならば食糧をはじめとしてあらゆる生物資源に事

欠 くようなことがあってはならない｡特に現在の日本 7)ように,狭いこじ地の上

に溢れるほどの人口を抱いているような場合には,一足面積か ら挙げ得 る収量

を飛層的に上げる必要が起って来る｡

以上のように民族と資源と,この二つの問題はもとよりいろいろな面か ら研

究する必要があろうが,その対象物が生物であ郎足り生物学的に確かなる瑚 唖

の上に立つ解決法がなければ恐 らく永遠に帰結を見川,すことができないであろ

う｡
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そこで生物学的根掲なるものが如何なる方法によって得 られるかが次に来 る

閃題であるO しかしながら少なくとも生物が現わす遺伝現象の徹底的究明こそ

は,この問題の解決にあたって長 も有効適切であ り,_Hつ 早道であることは決

して疑 うことができないのであるo何故というに,責に遺伝の原理を究め,巧

みにそれを応用すれば,すべての無駄を省 きなが ら意図するような結果を導 き

出すことができるからである.itlからILl界の先覚者は,次々に遺伝に関する研

究所や博物館をつ くり各日民族の繁栄に資 している.誠にもつともな次第だと

レ､わねばならない.

現代の遺伝学は,科学 としての発足こそ新 しいものではあるが,その発達の

速度には全 く驚 く可きものがあ り,史に今後一層そのテムポを速やめようとし

ている｡ この点で遺伝iTlは榎干物fLP.学 と並んで現代科学 の双聖というべきであ

るo従ってかかる進歩の前線を行 くためには,研究機関の構成 も新 しい様式に

従って創って/n-･く必要が起ってくる.そしてそれは誠に当然のことといわなけ

ればならないのである｡

生物に現われ る一見不可思議にも思えるこの遺伝現象については,すでに一

定の法則が発見せられ,その応用によって従来ある程度のnll.種改良が作物や家

畜に行われて釆たことは周知のことである｡けれども未だ遺伝の根強である遺

伝子の本体を突 きとめたものはない｡-たんこの本性を究明し得たなら,その

利用法は文字通 り飛躍するにちがいない,すべての遺伝学者がこれを把握する

ことこそ最後の使命であると考えて努力をつづけているのは誠にもつともなこ

とであるといわなければならな11,0

このような目的に向って進められつつある遺伝の研究が単に従来のような古

典生物.-?I:的方法のみによっていては到底最後の鍵を握 ることが不可能であるこ

とを認めるようになってきた｡即ち遺伝子の本態北びにその活動による形質発

現の機構は生物学以外に物畔 芦,化学及び数学の強力なる援助を得て始めて解

決 され るべきであることを知るようになって来たのである.従って現代の遺伝

学は一つの綜合秤学となり,且つその各部門に最 も深 くして最 も新しい知識を

随時に利用しうるような研究体別が望まれてきたのである｡

そこで日本遺伝学会は給会の決議として遺伝の綜合研究機飴を創設するよう

政府に建言 したのである｡以上の記述か ら判断 して明かなる如 く,大学におけ
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る講座増設とか大学附雷の研究機関としてはこの種の研究体制を作ることはな

かなか困難なことで,この際むしろ独立した綜合研究機関を創るのが得策であ

る｡幸い最近に到 り政噺はこの建言を容れて国立遺伝学研究所を創ったとはい

え,現在日本の財政状態では到底われわれの構想を直ちに実現せしめてはくれ

ない｡現在の構成は実にわれわれの理想から見てわずかに三分･の一にも足 りな

い′ト規模なものであることを甚だ残念に思っている.

本研究所はだいたい以上のような意図をもってつ くられたものだが,この目

的を達する道程において色々な形で社会と直結する必要が生 まれて来る｡例え

ば教育の面においても,指導の両においても,常に社会と密接な関係を保って

行 く必要が起って来るOそれをすることが学問の研究に対して色々な形のカと

なって現われて来 るからである0位って本研究所は単なる学術の純粋研究機関

としての性格だけを持っているものではないO以下その一般を列記して見舞い

と思う｡

1) 研究所が国際的に一つの地位を獲得することは研究の進歩に重大なる影

響がある｡ 世界における知識の交流が 研究の進歩を早めることは 自明のこと

で,特に遺伝学のような若い学問分野ではその影響が頗る大 きい｡そこで創立

と同時に各国における研究機関と連絡をとっている.研究業績の交換,研究資

料の提供や斡旋なども実行しているC

2) すでに記述したように研究方法が広汎多岐であることにより,その構成

員は単なる生物学だけではない.理学,農学,医学の各専門家が当然その構成

員とならなければならない｡故に構成の規模におVtては′トさくとも一つの綜合

大学に近い性格をもっている｡但し同一のテ-マに向って全員が協同研究をす

る点は本研究所独自のものであろう｡

3) 大学においては停年別によって,能力の如何に拘わらず研究者は一定の

年齢に達すれば研究の場を見捨てなければならない｡しかし本研究所では研究

者の能力が衰えない限 り,その人の能力を十二分に使って学問の進歩に資する

ことができる｡

4) 本研究所の研究員は需めに応じて各大学における講義に協力することが

できる｡現に日本の大学における遺伝学の講座は極めて不備であるから, この
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両における本研究所の役割は次第に大きく成って来ると考えている｡

5) 国民の啓蒙機関 としての性格もまた決して忘れては ならないことであ

る｡都市における一般大衆に対する通俗講演,各穐学校及び団体の需めに応じ

て行 う学術講演及び講習会や夏期大学なども機に応じて実行する計画がある｡

6) 本研究所は国内における研究連絡の結節点として利用するのに大変都令

がいい｡同様の意味で日本遺伝学会,財団法人遺伝学普及会及び全国稜鶏遺伝

研究会などの事務所として働 らいている｡

7) 他の官庁または民間の団体から特殊なる研究の委託を受けて研究所の持

つ能力を分って特殊問題の解決をはかつている｡現在では日本専売公社の委託

によってタバコの品種改良について基礎的の研究を進めてV,るが,それと並ん

で他方には全国種鶏遺伝研究会かち日本垂稜鶏の育成の研究を委託され昨年度

からその事業をも開始している｡

8) 本研究所の業績は直ちに立法及び行政の基礎 と成 り得るのである.昔て

民族優生法案が議会で論議されたときに,その論雄となる遺伝の事実について

疑義が生じ,後って容易に結論に達することができなかった経験がある｡他方

産業についても生産を挙げるために色々なる行政措置を必要とする問題が起る

那,すべてそれらはその背後に遺伝に関する基礎を持っていなければならない

ので,本研究所はその基礎資料を揃えるための機関ともいえるのである｡

本研究所はだいたい以上列記したような事業を行 う所であるから,単なる研

究機関として 簡単に考えるわけには行かない｡ 研究機関としての性格のほか

に,かなり複雑なる性格をもっていることを忘れてはいけなtJ,のであるO



(昭和 26年 12月現在)

ⅠⅠ研 究 室 一 覧

研 究 室 名
田 中 研 究塞
栓 村 研 究 室
古 里 研 究 室
′ト熊 研 究室
竹 中 研 究室
駒 井 研 究 室
柄 井 研 究 室
辻 田 研 究 室

室 長

田 中 義 麿

於 柑 清 二

古 里 和 夫

′ト 熊 拝

竹 中 要

駒 井 卓

酒 井 寛 一

辻 田 光 雄

研 究 員

土 川 清

遠 藤 徹

宮 沢 明

木 村 安 生

伊 藤 太 郎

朝日 誠 三

後藤 寛 治

坂口 文 書

補 助 員

鬼 丸 喜 美 治

長 沢 和 子

藤 井 太 朗

吉 村 滞 江

津 .i･T:,i ::i

櫨 覧 伊gA 宗

竹 下 澄 子

後 藤 敬 子

兼任所員 篠還喜入,牧野佐二郎(研究第 1部 田中研究室)

木原 均(研究第 2部 小熊研究室)

'Jl
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題

ⅠⅠⅠ研 究 課 題

冒

(A) 未尭虜のため引続き研究するもの

不安定遺伝子に関する研究

コムキ'の放射線遺伝学的研究

コムギ近縁種としてのカモジグサの研究

甜菜の三倍体による育種

Ⅹ線照射によるタバコの突然変異

柑橘育種に防する研究

倍数植物の育成とその利用

性染色体の起原に園する研究

植物の系統と染色体 との研究

植物器官における左右性決定の遺伝学的研究

有用生物の蒐集とその保存

高等植物における性分化の起原

薗環の細胞遺伝学的研究

入渠の小頭崎形の遺伝学的研究

牌腰及び貧血を主張とする1新病の遺伝

テ yトウムシにi:る集団遺伝学的研究

2種の喋の集団遺伝学的研究

果菜萩の遺伝学的研究

絹糸由美頁のパイラスに囲する研究

蚕の死卵及び不受精現象に閑する研究

遺伝子発現機構に関する研究

蚕の発生遺伝学的研究

(B) 昭和 26年度より研究を開始 したもの

淘汰と遺伝子の変異性

コムギ五倍雑種の子孫における零染色体植物

研 究 室 i担当者及び協力者

田 中研 究 室

枝 村 研究 室

0

q

古 里 研 究 室

〟

小 熊 研 究 室

′′

〟

竹 中研究 室
(/

〟

駒 井 研 究 室

/̂

〝

〟

酒 井 研究 室

辻 田 研究 室

田 中研 究 室

枚 村 研 究 室

田 中 義 贋

†霊 宝 莞 扇

赦 村 清 二

原
村
井

里
沢

旦

熊

熊
遠
中

村

中

木
松
藤

古
宮

古

小

小
篠
竹

木

竹

/1J｢-し

′--1

′ー

二
明
他

均
二
朗

夫
明

夫

梓

梓
入
費

生

要

清

清
太

和

和

書

資

(警 護 裏 盆

駒 井 阜
〝

〟

〟

‡霞 蓋 董 表

は 胃 要 讐
l/

q

田 中 義 贋

枚 村 清 二
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t宣 - ;.I .ミ三 ･-ト:

コムギ朗柄抵抗性品種の育成

ライコムギの研究

花色の遺伝生化学的研究

シロネズミ及びノ＼ツカネズミにおける細胞
遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ヒガンバナ属の起原と_その分布

ショウジョウパェにおける形質表現に園す
る研究

猫の毛色の遺伝和 こ三毛雄の成因

植物集団における異型個体間の競争に関す
る研究

植物育種における選択の理論及び実験的研
究

植物個体の競争力に園する遺伝学的研究

花井の遺伝学的研究

桧 村 研 究 室

q

古 里 研 究 室

小 熊 研 究 室

[/

I/

駒 井 研究 室

∫/

酒 井 研究 室

担当老及び協力者

.I:..､訂 IL,_i .上

遠

遠
宮

小土木
木
工

藤 徹

蘇 徹
沢 明

Ptjti梓川 清
坐

均
ド,レ

駒 井 卓

I/

i霞 蓋 蔓 這

酒 井 寛 一

〟

染色体の教組構造に関する研究 ｢辻 田研 究 室

蚕の細胞遺伝学的研究 (牌に倍数体につい
て)

( :.(,I.I ;.∴

辻 田 光 碓
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iV 研 究 業 績

A 研 究 第 1部

田 中 研 究 室

田 中 義 階

(Ⅰ) 蚕における碩円と多星紋とこぶとの発現部位の相互関係

褐円と多星紋または半月紋,褐円とこぶ,多星紋とこぶとは,そのいずれの

組合せにおいても,両者が同一個体に発現する場合には二つの形質が必ず相伴

うものである｡例えば LK なる遺伝子型を有する個体において L の分布型

が 4-8(第 4環節か ら第 8環節までの各環節に 1対すつの L斑を有するこ

と)であるときは,K も生材司じく4-8であるし,Lが 4.5.6.7.8.ら,10

(9は第 9節の Lが左右のいずれか一方だけに存するという意味)であれば

K もまた同様の分布をする｡

このことはあたかもこれら3形質がトrij-の変更因子に支配されるかのような

感を与えるが,著者の研究によるとそうではなく,各形質それぞれ別の変更因●
子に支配されるもので,2稜の形質のト71時発現は遺伝的なものではなく,半月

紋または星紋の現われる場所には褐円が出易いとか,褐円の生ずる毒募所にはこ

ぶが形成され易いというような発生生理学的関係にほかならぬことが推定され

た｡そ の証拠は,

1) 褐円,多星紋,こぶの3者は各単独に存する場合,それぞれ特有な分布

型があってその間の区別は極めて明瞭である｡

2) もし変更因子が共通だとすれば,これら3形質の異なる分布型州互の問

に交雑を行い,その子孫において分離を来した場合,褐円の分･布FTTiに似たこぶ

系統,こぶの分布型に近い褐円系統などが生ずるはずであるが,事実はこれに

反し Kから離れた Lは依然として L特有の分布型を示し,Lから離れた

K もまたもと通 りK の特徴ある分布型を維持するO

このことは幼虫皮膚の特徴たる上記の3形質が個体発生学的に附似た発生機

構を有することを示し,これらの研究は発生生規学上興味ある1テ-マであろ

うと思われる｡
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(ⅠⅠ) 連続変異 と不連続変異

一般に長 さ,広さ,重 さ,メ-セ･/t･などの生物学的形質はある両極値 (良

大値と最′ト値)の間のいかなる数値をもとりうるもので,即ちその変異は連続

的であるが,′ト眼の数 とか鱗の枚数とかは常に整数であって′ト数や分数にはな

らないか ら不連続的であるoしかし褐円や多足紋やこぶは4対 とか 10個 とか

い う整数で表わされるにもかかわらず,実質的には連続変異 といった方が妥当

ではなV,かと思われる｡何 となればこれ らの斑紋や隆起にはその大小さにおい

て非常な差があり,大 きいものは驚 くほど顕著であるが,小 さいものは針の先

ばどで,あるかないかの判断に迷 うものさえあるO このような徴′トなものでも

｢有｣である以上は数学的には ｢無｣との問に超えることのできない差がある

であろうが,生物学的にはこの場合の ｢有｣と ｢無｣との差は実に僅′トなもの

に過ぎないといえよう｡即ちこぶの数の8個と9個 とでは1個の差であるが,

この 1個は極′トか ら極大 まであって,結局 8個と9個との問は連続的変異で連

結 されていると考えることができるo M ATfIER は Drosopkilaの剛毛の数的

変異を連続変異 として取扱っているが,これは1群の-工の剛毛数の平均値 を

対象としているからであって,著者のここに述べるのとは意味を異にする｡

著者は4対のこぶを有する系統 (2.3.5.8)から第 9または 6,7節などにご

く′トさいエキス トラこぶを有する少数の個体を発見し,これTc淘汰によって享欠

第に大 きなこぶにすることができた｡これ らのエキス トラこぶはまだ第5,8節

などのこぶに比べると′トさいが,とにか く淘汰の効果はあったと信じているo

か ように淘汰や遺伝子の変異性を考究するに当っては/｣二に述べたような点に

特に留意する必要があるであろう｡

(III) 禍 円 の 変 更 因 子

H･J･M Ul.LER がスペクトラムの赤外線にたとえた変更因子とい うものは,

可視光線のようにたやす く捕捉できるものではない｡褐円の分布をつかさどる

変更因子はまだ目下実験中で,決定的分析はこれを他 日に譲らなければならな

いが,暫定案として次の如 きものを考えている,多足紋やこぶの変更因子 も同

様である｡



エ10 第 4-10環節に褐円班を生ぜしめる｡

L9 # 4-9 ･" //

L8 第 4-8 JV /! (標準型)

L4g 第 4環節の褐円班を抑圧する｡

L69 第 6 JV H

L7S 第 7 ノグ JV

(ⅠⅤ) 多 星 紋 の 変 更 因 子

m s4-10 ホモのとき第 4.6-10環節に多星紋を生ぜしめる.

m s6_10 ;! 6-10 0 U

m s6-9 JV 6-9 ′グ U

m s8-10 J+V 8,9,10 JV "

m s8-9 Jy 8,9 U ;!

m s8 JV 8 〝 /I (外観上形蚕に同じ)

mso " 全然星紋を生ぜしめないO

(Ⅴ) こ ぶ の 変 更 因 子

K8 第 2,3,5,8環節にこぶを生ぜしめる (標準型)

K9 第 2,3,5,8,9 " u

K6.7 第 2,3,5,6,7,8J(! J(!

KIO 第 10環節にこぶを生ぜしめるもの (他の環節にかかわらず)

(ⅤⅠ) 不安定因子説とポ1)ジーン祝

K.M ATITFR のポリジーン説は多数同義因子説の延長と見るべきもので,渦

汰の効果をメ-/デ1)ズムの立場から説明するには都合のよい説であるo著者の

不安定因子説もまた淘汰の効果に立脚するものであるから,著者の実験結果を

ポりジー-/説で説明できないかどうかということは,一応検討してみなければ

ならない.検討の結果著者は否定的結論に到着したが,その規由は,

1) ポ1)ジ-1/の場合は二つの近親交配系統を互に交雑すると,Flの変異

は両親と同一の程度に止まるが,F2 になると俄然変異多角形の幅が広が り高

さが減じ,F｡以後になるとまた次第に変異が減少する｡ しかるに著者の場合
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は大いにこれと異なD,例えば二つの異なる褐円斑分布型の間の Flにおいて

贋に変異が着るしく拡大され,F2,F3-.･-と次第に減少するものがある, また

多星紋の 0型は 8.9.10型 との交雑において Flにごく少数の 0型を分･離

し, これを相互交配 した F2 にも同じく低率の 0型 しか 生 じなかった i),ま

た Flにも F2 にも全然 0型を生 じないこともまれではない｡

2) ポl)ジ- 1/説では代の数を多 く重ねれば次第にある表現型を固定 (環境

による変異を除けば) しうるはすであるが,不安定因子では何ほど代を重ねて

も固定 しない,また固定する傾向をも示さない｡

3) MATHER はポ1)ジーンの適例として Drosophilaの腹部剛毛の数 の淘汰

に関する実験を挙げている｡ もし同氏が剛毛数祈 liト 区に属する多数個体の平

均値で表わすことなく,著者が蚕において行ったように剛毛の生ずる部位を各

個体別に観察して記載 したならば,あるいは多少違った見解Trとるに至ったか

も知れないと思 う｡

(ⅤⅠⅠ) 遅 れ 蚕 の 遺 伝

著者がかつて (1934,1935)♪y 道代 として報告した系統は,現在の記号で

は In(II)PY とすべきであろうが,俊:LIZ.:J-.遅れ蚕の表現型を支配する優位遺

伝子とみて Rt(Retarded)をもって表わしたい｡ 前報には P と Y とは完

全連関をすると記したが,その後ごく低率の交叉が行われることを知ったO混

合青において F2 型分離をしたものの除数 14,384頭について 交叉価を計算し

た結果は 1.7%であった｡

しかるに昨年第 2期(512期)において +/+♀ ×Ri/+含 なる交配 3蛾区

のうち 1区は Ri:+ を 1:1に分離 したが他の 2Lx:は + が Rtの 2-

3倍 も生 じた｡ しか もこれが Riの減蚕の多かったためでないことは掃立蚕数

と調査頭数 との差の僅少なる事実が証明している｡そこで著者は父親たる遅れ

蚕の精子発達の途中において突然変異が起 り,優位の遅れ蚕が正常 または劣位

の遅れ蚕に変ったのであろうと考えた｡実験の結果後説の正しいことを発見し

た｡

即ち Ri:十-1:3の如 く分散 した蛾区の正常蚕を相互交配 した F2にお

いて,正常蚕 335と遅れ蚕 87とを生 じた. 遅れ蚕の減蚕が幾分正常 より多
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vlことを考慮に入れると,これは殆んど正確に 3:1の分離と見てよいOこの

劣位の遅れ蚕を rdをもって表わす.本区の正常蚕相互を交配して F｡を見た

ところ,3蛾区のうち1区は正常蚕のみ,他の2区は正常蚕 と遅れ蚕とを 3:

1の比に生 じ,期待した通 り劣位の遅れ蚕因子の含 まれていることが明かとな

った｡

さてか ように優位の遅れ蚕系統か らいかにして劣位の遅れ蚕が生 じたかとい

うと,それには二つの解釈がある｡

1) 優位の遅れ蚕性 とは全然別個に,突然変異によって劣位の遅れ蚕国子が

生 じた｡

2) 優位の遅れ蚕は1種の染色体異常即ち逆位によるものと想像されるが,

染色体の組換えによって逆位の長さまたは部分などに変化を来 し,そのために

優位か ら劣位に変った｡

以上二つの仮説のうち著者は後説に傾いてお り,あるいは位置効果の1例で

はないか と考えているが,これについての秩拠はまだ十分でない｡

(VIII) 作蚕長日効果の限界に関する研究

既に報告 した通 i)rF蚕においては桶の休眠性に対する日長効果は極めて顕著

で,幼虫期の全駅を通 じ毎日 14時間以内の短 日,1!くそ明を与えれば全部越年する

し,15時間以上の長 日に置けば例外なく不越年となるOしかるに常略は短日の

極端な場合 として作用せず,常明 もまた長日の極端な場合 として働かず,両者

は舶近似 した中間効果を現わす｡短 日効果が常時の中間効果に移行する境界線

については既に実験済であるが,長円効果が 常明 (24時間明)の中間効果に

移行する限界についてはまだ確実な精巣をえていないので,それを確めるため

に実験を行った｡

即ちすべての試験区を通 じて I～ⅠⅤ 齢は 8時間明とし,Ⅴ 齢 だけを 16,

18,20,22,24時間の 5区に分ち,全部 2区別にして試験した｡その結果 16時

間区が越年率最 も低 く (換言すれば長 日効果最 も高 く),18時間,20時間,22

時間,24時間と漸次越年率が高 くなっている｡即ち長 日効果か ら常明効果-

の移行は漸進的である(18時間と 20時間との問にやや大 きな階段が認められ

るようではあるが)ことがわかった｡
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これに関連して考えられることは,前に述べたような短日効果と長 日効果と

の劃然たる差別は,あたか も杵蚕 の 光週期性が Al1-or-nothingの法則に従 う

ことを暗示するようであるが,事実は決してそうでなく,仝齢同一 日長 という

強い刺激のために,短 日は全部越年,長 日は全部不越年の結果を示 したのであ

って,適度の弱vl刺激をもってすれば,同じ長 Elのなかにも長 日効果 (不越年

化作用)に強弱があると同様,同じ短 日の範囲内でも時間の長短により短 日

効果(越年化作用)に強弱のあることが発見されるのではなV,か,もし果してそ

うであれば杵蚕における日長効果は常時か ら短 日,長 日,常明を通 じて一つの

滑かな曲線で表わされるのではあるまいかということである｡

松 村 研 究 室

松 村 清 二

(Ⅰ) 一粒コムギの放射線遺伝学的研究

一粒コムギ (Triticummonococcum)の 休眠種子に マツダ KXC-171g_X

線装置により,180KVP,3mA,距離 16m ,櫨過枚なしの 琴 線を 5,400-

13,500rあてた｡発芽率は照射量には影響がないoこの処珊世代 (Xl)の成熟

分裂における染色体を観察して,その異常率を調べたところ,その頻度は.t!E.唱寸

虫とともに増した.また照射量を 8,100r一定にし,電圧を 80-1SOKVPと

かえて波長(質)の影響をみた｡染色体異常率は短波長のものほど高かった｡こ

れ らは以前に行った■30-90KVP で の 実験結果と同様で,波長の差による変

異率の差はイオン化の分布密度の差によって説明され よう (稔村 1951‥CytO-

logia16)0

遺伝子突然変異を調査するため,それ らの子孫 (Ⅹ 2) を栽培している｡芽生

における葉探索異常の発生率は,照射量が増すほど高 く,波長 とも関係がある

らしく,成熟植物の調査をまって結論をえたい｡

休眠桂子の超短波処班や浸水種子の超音波処坪による初代植物の成熟分裂に

は明瞭な染色体異常は殆んど見られなかった｡第二代植物には不稔性や倭性の

みならず,比較的多数の半数体が出現 した｡これ らの分析を交:雑や日殖によっ

て行っているが,十分な説明はえられていない｡
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(ⅠⅠ) 普通系コムギの零染色体植物とその互恵

五倍ゴムギ雑種の子孫から育成した零染色体植物 (201Ⅰ)は Dゲノムの 1対

の染色体を失った簸性で 7種類ある｡SEARS博士は同氏の育成した Triticum

vulgare(ChineseSpring) よりの零漁色体植物 のうちで,Null-16は筆者の

g一矧 生に当るといっている｡ 筆者の結果は これと符号せず,むしろ f-倭性に

当る｡即ち Nul1-16×f-倭性の Flは不稔性高 く (稔性 2.94%),染色体接合

は 1ⅠⅠⅠ十18ⅠⅠ+1I,20‡ⅠであるOこれに反し Nulト16×g一替性の Flは稔性高

く(73.04%),19II+2Ⅰ十f(′ト断片)の接合を示す. 染色体断片は この交雑に

用いられた g一矯性から来たもので,稔性には関係がない｡F2 を栽培 したとこ

ろ f一隻性との雑種では多 くは督性で,少数の正常草丈のものは 201Ⅰ+11の接

合を示した｡g-矧 生との F2 では革丈正常 のもの多 く,少数の蜂性を分離し

たoNull-16と a-～e一隻性の Flは 19ⅠⅠ十2Ⅰ,1工ⅠⅠ+181Ⅰ+1Ⅰ,181Ⅰ+4Ⅰ,1ⅠⅠⅠ

+17ⅠⅠ+3Ⅰなどの接合を示し稔性 も高いoNull-1,-3,17及び 112とa-～g一煤

性との Flもだいたい同様の接合を示すが,稔性は一般に前交雑 より低いOこ

れは Nul1-16(D ゲノムの零染色体植物)との FlではABゲノムが完全で D

ゲノムだけが不完全であるが,Null-1など(ABゲノムの省染色体植物)の雑種

では A または B ゲノムの一方と Dゲノムとが不完全になるからであろうo

Nulト1及び -7と a-～g一五態 (1ⅠⅤ+19II)の Flは 1ⅠⅠⅠ+18ⅠⅠ+21,1911十

3Ⅰ,1IV+18II+1Ⅰ,20Ⅰ工+1Ⅰの接合を示すものが多い. Null-1×C-互態の Fl

は不稔性が高いが(稔性 4.94%),他の Null-1との Flは約 65-87% の稔

性を有する.Null17×a-互態は 84.60,% の高い稔性を示すが,他の Nulト7と

の Flは低 くて約 20-45% である｡これらの結果から a一五態が a一倭性 より

増加 した a-染色体 は SEARSの VII染色体 で,Nulト7×a-互態 の Flで は

AB ゲノムが完全となり稔性が他の 雑横 より高 くなったのであろう｡Null-1×

C一正態の F2 は数個体だけが育成され,正常草丈で 2n-41,1IV+17Ir+3Ⅰ,

19ⅠⅠ十3Ⅰ(まれに 1IV十18ⅠⅠ+1Ⅰ,20ⅠⅠ+lJ)の接合が見られた｡ この Flの不稔

性の原因は明かでない｡

1951年にはさらに SEARS博士より多数の単染色体植物をえたので,a-～gl

媛性及び亘態との交雑を行った｡
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(III) コムギ近縁種としてのカモジグサの研究

二粒系(AABB ゲノム)のポーラ-/ド･ゴムギ (Triticumpolonicum) とカ

モジグサ属の Agropyrum glaucum(2n-42)との雑種の成熟分裂における染

色体接合を観察した｡7ⅠⅠ十21Ⅰの接合を示すものが最 も多 く,(5-10)ⅠⅠの 変

異があったO またときどき (1-2)ⅠⅠⅠ,まれに 1IVがみられた｡ これ らの結果

はだいたい以前の T.iurgidum (AABB)×A.glaucum の場合 と同様の接合

状態である (位相 1949:遺伝学論文集 II)｡ したがって Agropyrum にはコ

ムギと相同な 1ゲノムがあ i),以前の結果と考えあわせて,この ゲノムは B

であると想像される｡A.glaucumxT.90.1onicum の Flは 形態が A.glau-

cum ににて,多年生で生育が旺盛,晩生であるが,全 く不稔である｡

M cFADDFN 及び SFARS(1946)は B ゲノムは A.triticeum でないかと大

胆な想像をしている｡この植物は極めて′トさいr,難事で 2n-14であるが,その

核型はコムギの B ゲノムのものとやや異なっている｡B ゲノムの起榎を調べ

るために,カモジグサ相互及びコムギとの交雑を多数行っているが,一粒コム

ギとA.glaucum との交配は辛 じて櫨子ができるが,発芽せず 雑種は未だに

えられない｡

(ⅠⅤ) 甜菜の人某三倍体による育種

三倍体 (3x)を採種するには四倍体 (4x)と二倍 体 (2x)を 3:1の割合

に混柿するのが よVIoこれ らの 4xか ら採種 した ものを 3x-A,2xか ら採侵

した ものを 3x-B とする｡前年度の成績では 3x-A は発芽が悪 く, 普及榎

本育 192号に比 して約 10% 欠株が高かったにもかかわらず,約 10% の増収

をきたした｡ この欠点を両親である 4xと 2xとの組合せと播種貴を増すこと

によって解決せんとした.そのため6組合せの 3x-A及び -Bを,本育 192

号と比較栽増したO 会社直営 2農場でこれ ら 13品程を乱塊法により,発芽

率,反当収量,根申糖分,可製糖量,耐病性などを調査した.また応面積によ

る農家委託栽培をも行ったOその結果2,3の有望組合せを決定することができ

た｡即ち前午の試験の 4048 (本育 48号の 4x)は発芽が悪 く母木には適しな

い.本育 398号と 402号の 4xである 4398と 4402を親に選んだものは発
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芽 もよく,優良組合せは 4398×本育 162号または 401号,4402×本育 399

号であった｡以前の結果では 3x-B は 3x-A に比し劣 り, だいたい 2xに

近vIJ戎積を示したが,本年度は 3x-Bが勝れている組合せも多かった｡ これ

は鹿家の実際採種の場合に,4x及び 2x両種よりの種子を区別する必要がな

く,極めて好都合である｡以上は会社技術課の協力によるもので,その他睦子

及び花粉の発芽,三倍体採種法などの基礎的研究が京大･北大･北海道蓋試の共

同研究者によっても,各方面から行われた｡

藤 井 太･ 朗

(Ⅴ) コムギ難種における異形態の双芽の1例

双芽の染色体構成は全数 :全数が最 も多 く,双方とも同一形態のものが多いo

ゴムギ雑種 Nulト7(2n-40)×a一五態 (2n-42)の F2(2n-41)に全数 :全数

で頂だ (A)と無巴 (B)の双芽をえた｡A,Bの次代はともに 21Ⅰ工及び 20ⅠⅠ+

1Ⅰの草丈正常のものと倭性 (201Ⅰ?)とを分離 した｡Bの次代はすべて無巴で

あったが,A の次代はだいたい巴に的し単性新棟の分･醇を示し,染色体数とは

無関係であった｡全数 :全数の双芽の成因に関しては,

1) 正常の受精卵が,腔発育早期のある刺戟で二分して2旺となる｡

2) 2個の花粉が卵及び助細胞にそれぞれ授精して2陛となる.,

これら二つの場合が考えられる｡この双芽は Aの次代が 稔性及び出穂率の

低いことや生育不良などから(1)により,同時に無だ遺伝子を含む′ト欠失を′伴

った結果であろうと考える｡

椅 村 清 二 ･伊 藤 太 郎

(VI) StreL)tOmyCeSgYiseusの Ⅹ線照射実験

抗生物質生産菌 StrepiomycesgriseusにⅩ線照射を行って高単位の突然変

異体をうる目的で,協和醸酵工業会社富士工場と共同研究を行った｡協和醸酵

N-28株の種々の濃度の胞子懸濁液 (1.5×102/cc,1.5×103/cc,2.5×106/cc)に,

主として 180KVP,3mA,濾過枚 なしの Ⅹ 線 を 5,000-150,000r照射 し

た.その線量に対する生存率を対数にとって曲線に表わすと,tJ,ずれの濃度で

もだいたい直線となり,Ⅹ線の単一衝撃による直接影響によって死滅すること
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が確められた｡懸濁濃度の差により,この低級関係にわずかの茎が見 られた｡

即ち胞子の照度の大なる濃いものほど生存率は少なかった｡

.照射による変異体としては酵母状のもの,灰色菌体などが見られ,これ らの

多 くは単位が極めて低かった｡一般に)I(1.射では単位の変異の幅が着るしく広 く

な り,低照射量のものか ら標準 より 10-20% 高単位の ものも出現 した｡それ

らの定安度が継代実験により生産面から調査されたo灰色菌体のものは代を重

ねると,その灰色が淡 く正常にL近 くなる｡ また高単低の ものは標準に比 し変輿

の幅が広 く定安産が低かった｡ しかし高単位株育成に Ⅹ 繰処甥が有効である

ことが暗示された｡

古 里 研 究 室

古 里 和 夫

(I) 柑橘の遺伝育種に関する研究

(A) 温州蜜柑の結実及び単為結果について

通常温州蜜柑の果実に桂子ができないが,その珊由について調査 した結果で

揺,開花初期,中期においては稔性ある花粉は形成されず,したがって白花授

粉を行っても桂子はできない｡この時期における陸の良否を調べるために他種

(ナツミカン,ヒュウガナツミカ-/など)の花粉を授粉 したが,容易に種子がで

きるので陣の不稔による無稜子果実でないことは明 らかである｡ しかし開花終

期になると良好花粉が形成され白花授粉によって客易に桂子を生ずるようにな

る｡ このように良好花粉の形成される主な理由は外界の湿度の上昇による影響

が最 も大 きな関係を有するものと考えられる｡

温州蜜柑の単為結果は授粉の有無とは関係なく起るもので,除雄袋掛によっ

ても,あるいは開花前花杜を摘除しても,放任の場合 とほぼ同様の結果率を示

したO

(li) 種子の多旺現象について

柑橘の種子の多陸は受精後珠心細胞の分裂によって無性的に腔の発生が始 ま

り多腔を形成することを狂発生学的に観察 した｡
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種子中の腔の数は種類によって多少の蓋があり,また榛子によっても差が認

められる｡

温州蜜柑では1種子中 20-30筒の大′トの陸がある｡この胚数は最近までに

報告され和 温州蜜柑の陸数 より多いのは,多分ごく′トさな陛までを親祭数に加

えたためと考えられ,もしさらに顕微鏡による観察を行えば観察旺数は増加す

るであろう｡

多腫徳子の発芽率は陛数に比較して非常に低 く,樫においては1線子平均旺

数 16筒に対 し発芽本数は 1-4本であった｡旺培養に使用される寒天培養基

上に播接したものでは前記の土壌に杵接した場合 よりは発芽率は高いが全部の

陣を発芽させることはできなかった｡

多陸の形成と控粉用花粉との関係について実験したが,多肢位の種類に多陪

種 または単性稜の花粉を授粉しても多陛榎子を形成し,また単性種のものに多

旺榎または単腔薩の花粉を授粉した場合には単性種子を生するので,花粉の直

接的影響によって多陸棲を単掛 こ,単性櫨を多旺化するこきはない｡

(II) 倍数性植物の育成とその利用に関する研究

(A) 倍数性西瓜について

新 しい三倍性西瓜の品種を育成するために,あらたに I,K,(仮品種名)及び

甘露の 3種を用いて四倍体を育威した｡ これ ら四倍体の生現生態的特性はす

でに育成された他の四倍体とほぼ同機であったが,甘露では蔓の伸長ははなは

だ旺盛であった｡ 今後前記の新 らしく育成した 四倍品種を母本 とし,大和,

旭,都などの二倍接を父本として三倍桂を育威し,収量,品質,耐病性などに

ついて調査を行い,晶榛の優劣を検定する｡

(li) 三倍性西瓜の枯木に関する研究

三倍性西瓜の枯木として二倍体,三倍体,四倍体及び届蒲を使用しJ'K場合の

予備的研究を前,'封7:おいて行ったが,本午挿さらに南瓜,胡瓜を砧木とした場

合の果実の品質,特に靴の発達について調査を行った.その結果南瓜砧では果

型は大 きくなるが靴の発達著るしく,胡瓜砧においては果型は′トさいが靴の発

達は前者の如 く著るしくないので果肉内の枇は余 り目立たない｡

(C) 胡瓜の四倍体a)育成
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甜瓜奈良 1号のlTl1倍体を育威した｡この四倍体は果肉は厚 く異型は届平とな

り,阿部は著るしく肥大 しやや外観研き-げ るo Lかし果肉は厚 く外皮の色 も濃

樺であるので,今後改良を加えれば利川価値のある品種の育成が期待される｡

(D) ウマゴヤシ (肋 dicuJgOdeJtticILTa,ta)の四倍捧

ウマゴヤシの四倍体を育成し,その特性について調査を行っているが,一般

に草丈,茎径は二倍体 より大 きいが分校数がやや少ないO収量については現在

圃場試験によって調査中である｡

宮 沢 明

(III) ベエバナインゲンにおける不稔現象について

1950年においては,不稔の原因を花粉D大 きさと温度との関係か ら調査 し

たが,1951年におvlては,さらに進んで 細胞学的に詳細に調べた｡即ち花粉

母細胞における減数分裂時の染色体の行動を観察した｡その結果,外見上正常

な行動をとるものもあるが,しばしば異常分裂をみいだしたO ことに高温期に

おけるほど,染色体の分布に不規則性が高いことが観察されたo即ち,(1)罪

一分裂の中期において染色体が 赤道板に排列されるときに,1-3筒が核枚か

ら離れているもの,(2)中期か ら後期に移る染色体のうち,少数が両極に分れ

えないで赤道板の附近に止っているもの,(3)中間期の核膜形成時に 1-2の

染色体がいずれの極にも行かずに細胞枚の附近に存在しているもの,(4)第二

分裂の中期において2娘核に 10と12との染色体が存在しているもの (べエバ

ナインゲ ソの染色体は 2n-22),(5)四分胞子の形成が正常に行われずに,1母

細胞中に四分胞子以外に二分胞子,三分胞子,五分胞子,はなはだしきは九分

胞子 さえ生 じているもの,などの不規則が観察された｡ これ らの現象は高温 ま

たは低温に処理された植物あるいは雑麓植物などの減数分裂にみられる事柄に

類似 している｡このように染色体の行動に異常があ り,花粉母細胞は正規の減

数分裂を行わないO従って完全な花粉を生 じなtJlことになるo前に述べた外見

上正常の積分･裂の過程を示すものも,以上のような染色体異常を示す ものがあ

ることか ら考え合せれば,細胞質その他にある程度の障害を起しているものと

も考えられる.ほぼ同様なことは旺嚢母細胞にも起 きると類推しえられるo

以上のことか ら高温がべエバナイ-/ゲソの生殖細胞に悪tJl影響を与え,それ
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が不稔を起す原因の一つになっていると考える｡

遠 藤 徹

(IV) ペーパー･クtZ†1.グラフ法による花色の研究

筆者はベーパ-･ク.]マttグラフを用いて花色の遺伝生化学的研究を行って

vlるが,本年度はダ1)ヤ 6品種の分･析を行った｡

その方法は 1% メタノp-ル塩酸で新鮮な花躯から色素を摘出し,滅液を東

洋濃紙 N0.2にふし,ブタノール鰐酸(ブタノ-ル 4:酷酸 1:水 5)で展開

した｡その結果は次の如 くである｡

花 色

白
鷹

桃

朱

柴

究

Anthocyanin i Flavonoid

竺空 l J pelargonin L _竺 竺 ーJ ___Br竺 n

(0.25土 .06)

一
≠

+
+
附

肘

(0.34土.04) 】(0.39士.09) ≡(0.49士 .06)

f
+
*
+

=

書 手

+ ; Ⅲ

Ⅲ . 廿

丁 冊

註 :( )内は Rrの価,+,廿 は相対的量を京す.

なお pelargoninにはすべて蛍光物質 (蛍光色 ‥淡黄)を伴っていることが

わかったo表からみられる如 く花色と構成色素との問には,かなりの量的相関

があるように思われる｡

現在はパ-/ジp-,ホ-センカ,バp-べナ,キンギ ョソウ,ペチュニヤなどを

用いて実験を行っている.

鈴 木 保 男

(Ⅴ) Capsicum annuum の自殖による生産力低下について

Capsicumannuum (トウガラシ)の 3品種(4系統)につ き,晶稜内開放

授粉並びに対照として 自殖させたそれぞれ を分割試験区法で 3回反覆し,隻

的形質について分散分析及び t一検定を行ったO検定の結果,異個体間の授粉,

即ち処理は稔果数,熟果歪,地上部全量及び粒果重などに有意の差をえた｡熟
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果数,茎葉重及び 1果平均重などには差は認められ なかった｡ しかしそのう

ちの 1晶種チャイニーズの熟果数及び茎葉重は有意となっている｡処理 ×品

種は熱果重,給巣重及び茎葉重が有意で,これ ら相互作用の有意性はいずれ も

チャイ--ズの題著な藍によって生じたものである.

八 ツ卦 14 ichinesel4 垂 八 ツ房-8

註 :上表は自据 100に対する比数.辞は 5%,鞘 は 1タi水準で有意であり,
'は 5%,+'は 1% 水準で有意 (t一検定による)であることを京す.

このような結果から,集団において開放授粉による量的形質の増加の割合は

/ト果の日本硬が約 3-9% 程度,大巣のチャイニーズが 35-60% となった｡

その増加は 1果平均重によるものでなく,果数であり,他の形質 もほぼ平行

的であることが明らかとなった｡このような量的形質の差異はおそらくは-チ

ローシスに関するものであって,同じ品稜の個体問に-テローシス遺伝子の教

程が分散しているためであろうと思われるoしかし自然交配率は品種間に差異

があるようで,今後は交配条件との関連性,並びに量的形質に関与する遺伝子

の分布を集団の大小さに関連して求めるつもDである.

B 研 究 第 2部

小 熊 研 究 室

木 原 均 ･F.A.LILIENFFLD

(I) tガンバナの子孫

1950年秋 ヒガ-/バナ (I.ycorisradiaia)の自家受粉及びキツネノカミリ1)

(L･sanBuinea)との交配によって多数の挺子をえ溌 (既報). これ らを成熟後
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直ちに蒔いたところ,翌年の夏には地下で発芽していることが分った｡しかし

緑の葉を 1枚だしたのは 10月頃であったo地下で発二芽した ものを移植した

ものは,その後緑の葉をださなV,0

この日殖及び交配による桂子の形成率及び発芽率は次のとお りであち.

第 1表 ヒガンバナのEf殖及びキツネノカミソリとの
交配成績及び種子の発芽数

使用花 序数 】花

自 推

キツネノカミソリ

数 i着 果 数 園 是爵 )摩 子

43 (150) :3(6･9)
151 (334) …17(ll.21

1951年にも同様の実験を繰返した. これらによって ヒガ･/バナは三倍性で

あっても時々橿子ができて,子孫を残すことが分ったoこの子孫の染色体数及

び稔性を調査するのが将来の問題である0

本植物が年に 1回(9,10月頃)発根するきりであること及び幼植物が開花

するまでに,3,4年を要することは不便である｡ よい工夫が望ましい｡

木 村 資 生

(II) 自然集団における適応値の変動が-テpシス

遺伝子の頻度分布に及ぼす効果

(A) 換金的変動の下における長期分布

Random matingを行っている集団の内部で異型接合体が同型接合陣よりち

適応度の高い場合には,この遺伝子系は安定な平衡をかたちづ くり,幾擾叛かの

対立遺伝子または染色体の型が長期に亘って,集団のうちに保存されることが

知 られている｡一方,各遺伝子型の適応度は時間とともに機会的,週期的な変動

を行っていることが多 くの実験から明かになって来た｡しかもこの現象は-チ

･]シス型の適応(DoBZHANSKY の "coadaptation")の場合に特に著るしい｡以

下これに閑適して行った理論的研究について報告する｡集団は充分大 きいもの

とし,そのうちにおける対立遺伝子(または異った染色体の型)をA及びA′,その

頻度をx及び 1-xとする.3遺伝子型 AA,AA'及び A′A′の適応値をそれ
tL

どれ l-S,1及び 1-tとし,両方向の突然変異率を u及び V(AごA')とすV

れば,この集団が 1世代を経過する間に起す頻度の変化 ∂xの平均及び分散
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はそれぞれMSx-一言3t2(1-x)+iTx(1-x)2-ux+V(1-x)及び VSL･-x2(1-x)2

×fvcx2-2W£tx(1-x)十Vt(1-x)2)となる｡ここに S-,Vs及び t,VEは それ

ぞれ淘汰係数 S及び tの平均及び分散であD,W はcovarianceを:表わす｡

任意の世代 T において A の頻度 が x～x+dxで あ る確率 や(T,X)dxは次

の FoKKER-PLANCK 方程式 (W RIGHT 1945参礁):

輿 ･4 -2188x2,[陶 (I,わト £ [Msxp(T･X)]∂丁

を満すから,淘汰係数の平均及び分散が毎代一定であるとして,定常状態 ;

∂甲(T,X)/∂T -0,における解 p(x)を求めると,Wst2-VsVt<0 なる条件のも

とで

×xv2tIt-u･些 需 些 u-vtr

をうる｡ここに

Vs2Vt VsVt2

(Wごl+V,)

Vs2Vt

lt:‥'''-l●l~,●,:::.I:'l~ ‖~~'t1--㌦ 十

a-!㌍ tvt, β-Y:-笠 聖

であ9･C の値 はf p(x)dx-1なる如 く定 め る o

Vb+i-Vs+2Wsr+VC

定常過程のエルゴ-ド性からこの式は長期分布を与える｡一般に u,Vは i,i

に比してずつと′トであるから,Vs,Vtぅ0 なる場合には分布曲線は平衡頻度

完-机S-+i)の周 りに集中し,言/tの値が重要であるoLかL V"Vtが S-;tに

対して無視しえぬ場合には,それ以外に S7Vs,i/Vs及び S とtとの間の相場

係数 rstが分布曲線の形に着るしい影響を与えるOまた coadaptationの場合
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にはrBtが -1に近いことが予想される｡ これ らの値が自然集団でどのよう

になってVlるかは,今後の実験的研究によって明かになろう｡

(B) 週期的及び機会的な変動に基づく遺伝子頻度の変化過程

Coadaptationの最 も単純な型として,1裾環が m 世代か ら成 り, S-- clX

sin(% T),i--C2Sin(慧 T)と置 きうる場合硝 える(Cl,C2竿常数,cl≧C2>
0)｡計算を容易ならしめるために rst--1,VVs-/刺 -ノーVt-/jtrとし,突然変

けば

MsM--X(1IX)(C2+ (Cl-C2)xIsin(窓T),
VS｡-x2(1-x)2(C2+(cl-C2)x)2k2(T)

をうる.ここで cl-C2≡C なる場合には

頻度を表わす一つの尺度となり,xが 0から 1に変るにつれ -∞ から +-

に移るoこの変換により近似的に MBzニーSin(?mwT),VBz-k2(T)となり,1循

環を構成する世代の数 m がかなり多ければ,第 r世代に おける Zの密度函

数 ¢(I,I)揺

を満す.これは空間的に-様な MARlくOV過程を表わし,その筋は

67-(LTk2(T′)dT′)1′2として

となる.ここに zoは出発点 T-0における Zの値であるol祁環ごとに Z

-.Cmk2(T′)dT'ずつ増加し,遂には突然変異,移住の圧力と平酌 保ちながら
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週期的に変化するようになるO

ただしこの状態における分布を求めることには成功してV.ない｡芝と S-と

を比較すれば,両者の極大,極小の間には m/4世代のずれがあり,従ってAA

の頻度が極大及び極′トとなる時期は,それぞれその適応値が極大及び極′トとな

る時期 よりm/4世代だけ遅れることがわかるOこのことは環境の過期的変化

に対して,coadaptation型の適応は形質の直接的変化による適応 よりも効率

の低いことを示すものとして興味がある.

(III) 淘汰強度の変動に基づく遺伝子頻度の不規則な増加過程

淘汰による遺伝子頻度の増加過程については,これまでも多 くの研究がある

が,普通には淘汰の強度は毎代一定であると仮定し,決定論的な立場からその

過程が論 じられた｡しかし実際には淘汰の強度に毎代必ず変動が 伴 うであろ

う｡今,1対の遺伝子を a及び A,集団中に おける頻姥をそれぞれ x及び

1-xとする｡1代を経過する問に起る頻度の変化 (∂x)は,優劣関係 のない

場合 (D-0と略記)には aの淘汰係数を S,優劣関係の完全な場合 (D-1

と略記)には劣性 (aa)のそれを S,とすることによって,

D=0に対し ∂x-sx(1-x),D-1に対し ∂x-sx'2(1-x)となる｡ただし

集団は充分大きくrandom matingを:行っているとする｡故に次の変換

D-0;I-log(-i三訂, D-1;I-二 十log(-1三k)

を行えば,D-0,D-1いずれの場合にも近似的に ∂2-Sとなる｡集団の遭

伝子頻度をこのZ尺度で測ることにすれば,xの値が Oか ら 1-連続的に変

る問に Zの値は -∞ か ら +cx3に連続的に移る｡1代を経過する問に起る

Zの変化 ∂Zの平均及び分散はそれぞれ淘汰係数 S の平均 1,(i)及び分･散(Vs)

に等しいo即ち Z尺度のもとでは遺伝子頻度の変化は時間的にも空間的にも

-様な MARKOV過程をかたちづ くり,遷移確率密度は

(I-sT-ZL,)l'
I(T,Z畑,zo)-

1

re 2Vsr
～/27汀1㌔

(丁>0)

で与えられる (GAUSs 過程)0

故に出発点 (T-0)における遺伝子頻度を x｡とすれば,T世代にる亘る淘
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汰によって,この頻度が xないし x+dxに移る確率 PT(x)dxは次の式によ

って与えられる :

D=0に対し

- - 二 二 二 ~二∴ 二 ∴ 二 ∴

この過程は突然変異さえなければ無限に進行するが,実際には逆方向の突然

変異によって阻止されるに至る｡淘汰係数の平均及び分散が世代ごとに変化す

る場合には,それらをTの函数と考え,上式において 言Tの代 りに.拾(T,)dT′,

vsTの代 DにrVs(T,)dT,を用いればよい｡10
(IV) 集団の有効な大いさについて

集団の "有効な大いさ"という概念は変異減退の作用と関連して導入された

ものであり,遺伝子頻度の分布を諭する場合に基礎となるものである｡本研究

の目的はこの概念の適用範囲を明かにするとともに,稜々な繁殖構造に対して

その有効な大小さを計算するにあるO今,隔離された集団を考え,任意の常染

色体遺伝子の頻度を x,配偶子の random sampling による変動を 8′x とす

ると,･有効な大いさN.,は∂′xの分散 VS･巧を用いて

Ne…x(1-x)/(2Vs,)

と定義される｡ 集団が酎eNa個の個体から成 り, そのうちで random

matingが行われておれば,見かけの個体数 Na は有効な大小さと一致する

(Ne-N,)｡しかし集団の任意の一部分のみが次代の構成に寄与する場合には,

それは繁殖に与る個体数 Nb に等しい (Ne-Nb<Na)O 集団を構成する個体

数が毎代変動する場合には i世代に亘っての平均の Neは

Ne-i/帰 iT,-Lal,)･i (1/N b(i,)チ日･-i!

となり,Neは Nb の極小値に接近するO繁殖に与かる雄雌の数 (Nm,Nl) に
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差のある場合には,N花<Nfとし,1個の 合 と配偶する ♀ の数の平均を

M,分散を W とすると

Ne-4N-Nf/in n ( 1 tMW)+Nfi

がえられる｡故に Neは N"L≪Nfの場合には Nnに接近する｡上に述べた

場合には一対の両親から生れ次代に寄与する子供の数は PoTSSON法則に従 う

としてある｡次に集団が apmixisまたは自家授精を行 う個体か ら成る場合,

例を植物にとると .･次代に寄与する 1個体あたりの種子数の平均を 1,分散

を γ として

NC-N/(2V) (Na-Nb…N),

従って V-1のときは N3-N/2,V-0の と きは Nc-cx?｡また V-1とし

て, この集団が )の割合で他家授精を行えば,iLを白家授精率として

もし,世代が重なる場合には,突然変異率を u とし,これに よって遺伝子

頻度が uxだけ変化す る問に,機会的変動に よって ∂′x だ げ変化 す れ ば

Ne≡x(1-x)/(2VS･ぶ)である｡

例えば集団を構成する各々の個体は n回の繁殖期の後に死滅するけれども,

それ以前には死亡も東征陸の低下 も起さぬものとする.集団の含む仝繁殖個体数

を N'とすれば,nが大 きいとき近似的に

Ne-N,/i(1+e--Il1-)(e2-両,

即ち世代の重ならぬ場合に比しほぼ 1/6.4に あたる｡ "有効な大いさ L̀の概

念を適用するにあたって最 も注意を要するのは繁殖構造に関与する遺伝子の頻

度分･布を論する場合であり,以上の公式を機会的にあてはめることは禁物であ

る.詳細は近 く発表の予定｡

(Ⅴ) 変異減退の過程について

有限な集団においては,繁殖に際して の 配偶子の random samplingによ

って,毎代遺伝子頻度に機会的変動が起 り,もし突然変異,淘汰及び移作がな

ければ,その遺伝的変異性は徐々に減じて行 く. この過程は FISHER により偏
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微分方程式を用いて研究され,また同時に函数方程式による考察も発表 された｡

一方,W RIGHT は pathcoefficientと積分方程式によってこの間題を扱った

が,これ らの研究は充分な世代が 経過した後に分布曲線が 一定の形となり,

1/2N の率を以て低下して行 く状態を扱ったものであるoLかしこの状態に至

るまでの過程をも含む更に一般的な群論が必要であろう｡以下には,分布の能

率を計算する方法によってえた新しい結果を報告する.今,集団の有効な大い

さを N とし,出発点における遺伝子 A の頻度を P,その対立遺伝子の頻度

を q(-1-A)とするo

川 代後に A の頻度が xとなる確率を ft(x)とすれ ば,xは 0,;N,

22N,･･-･･,1-品 ,1の値を取 り,0摘 .責とする分布の n次能率 〃さ′(£)
1

-ExnfE(x)揺,N と同程度以上の tに対し,i.=O

p,㌔)-p-3PqnnI11̂lt-5PqW-q)((≡;鋸 ≡I去巨

-7Pq(-5Pq･1)…芸認 諾.I…濫 鉢

-9Pq(14P42-7Pq･p-q)篭諸 -((㌶ 猛 者 芝詔 小 0(̂5t)

-21k である0位って よせ代目までに A が集団中に固定する確率は

ft(1)-a-3Pqllt-5Pq徳一q)右｣7Pq(-5Pq+1)AsL

-924(14如2-7Pq+♪-q)lil+0()5t),

完全に集団中から失われる確率は

ft(0)-q-3Pqllt+5Pq(p-q)12t-7Pq(-5Pq+1)13L

十9Pq(14Pq.I-7Pq2-7Pq十p-q)右l+0(左 !,),

また,対立遺伝子が集団中に共存している確率

Bt- .<!<lff(x)は

.QE-6PqAlt+14Pq(-5Pq+1)AsL+0(l5',)

となる｡以上の各式から容易に次の結果をうるo

(1) Bt>12汁 1>･･･--･･>12印-0
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(2) lim (鋸 /uQt)-1j Ntう00
(3) ft(x)～6PqA1t.(l一十cc,0<x<1)

(VI) 完全混合の集団における染色体部分の組換について

1) Introgressivehybridization(cf.E.ANDERSON 1949)の場合 完全に

atrandom な交配を行っている (完全混合)大 きな集団を考え,それが含む染

色体を A,近縁種とのまれな交雑によって導入された 相同染色体を A′とす

る｡A と A′とは互に多 くの対立遺伝子について臭って いるものとし,遺伝

的な長さを 100xo単位,交叉の結果生 じた染色体を αとする｡出発点におけ

る AA′の頻度 (R｡)が非常に低 く (R｡<∈1), しか も交柔酎こよって稔性の変

化が起 らなければ n代後における集団の頻度組成は,nが井常に大 きくない

かぎD

(1-0,i-Rn)AA ;QnAa;R,lAA′

と表わされ (00-0), AA'の頻度は

Rn-(1-x｡)"Ro,

Aaの頻度は

Qll-fnx｡-1-(1-xo)n)Ro,

となる｡このうち-テロな染色体部分の長さが 100xないし 100(x+dx)単位

なものの頻度は

Qn(x)dx-(n(n+1)(1-x)n-1-n(n-1)(1-x)n~2(1-x｡))R｡dx

である (0<∬<Jo)｡ 交雑によって稔性に変化の起る場合には式は極めて複雑

になるが,稔性の変化

に対して染色体部分の __n_

作用が相乗的な場合に 1
3

は,定差積分･方程式を

用いて一般式をうるこ 15

0.273(0.3679)井

0.474(0.6259)

0.613(0.7905)

0.708(0.8873)

とに成功 している｡ま 弟括孤｢祁ま FISHER 1930による 1退伝子の消失率.

た導入された染色体及びそれか ら由来 した染色体部分･の機会的消失率を母函数

の方法によって計算 し上表のような結果をえた.m は最初に導入された染色



30

体 A′の数で x0-0.3(30単位)としてある｡例えば 1個の新しい染色体が

導入されたとすると,15代後には, それか ら由来した染色体部分を含むすべ

ての染色体は,70% の高率で完全に消失する運命にある｡

2) 高頻度の場合 出発点 (n-0)において,集団が AA′個体のみから成

る場合には,連立定差方程式を用いて,変化の過程を解 くことができる｡第 n

世代における染色体 αの頻度は

ト (ト x20)n~1(1-x｡)

A または A′の頻度は

(1-x2O)n-1(1-2Xo)･
従って-テT,な染色体対の頻度 H,さは

Hn-1-2(1--720)2('Ll1)(112才o)2
となる｡

詳細は近 く発表の予定｡

(ⅤⅠⅠ) 交配演算子法による部分他殖集団の研究

1) 交配演算子について 自家授精に他家授精を交えた交配構造のもとで,

染色体部分の組襖がどのように進行 して行 くかを計算することは一般に容易で

ない.この内難を克服するために交配演算子法を考案し払 今,第 n代の集

団中における-テロな染色体対の頻度を H,bとし,集団が 1回の自殖を行っ

た結果をflH,"1回の random matingを行った結果を f申Hn,また 1回の

random matingに続いて 1回の日殖 を行った結果を flF粥H,aと書 き,Flを

日殖演算子,f餌を完全混合演算子と呼ぶことにする｡ 部分他殖の場合には,

白殖の率を IL,random matingの率を ^とすれば (iL+A-1),

Lln-(lf的+iLfl)nH.

と表わされる｡この場合,演算子は分配律,

(AF 00+pfl)(lf∞+iLfl)-12j出2+lpfJl+plflf00+FL2f12

には従 うが,可換律 には従わぬ ‥flfwj=jJl.また演算に際して常数 ),FLはす

べて各項の先端部に演算子の順序を乱すことなく移動させる必要がある｡実際
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の計馴 こあた り毒矢の性質は基本的である :

flLj…1+S'rH.≧fllf00(TTi)Ho≧flij印γ+lHoS,r
ここに ZTfは S 個の flと r個の f00とを任意の順序で結合 させたものであS,r
り,等号は交叉の起 さぬ場合にのみ成立する｡

2) 部分他殖集団-の応用 集団が出発点において AA′対 (遺伝学的な長

さ 100x｡単位)のみからなる場合には次の公式が成立する :

flifJH0-2刊 +ixoト 2-i(トx20-)2(r-1'(1I2Xo)2
故に以上の各式を用いて計算すれば

(γ≧1)

禁Hn-諾オ(1･1̂PTp--Xo)< 2"1･xo)

を導 くことができる｡ただしxoは′トなるものとする｡またこの状態では集団

は αα一同型接合体と αα-異型接合体とのみか ら成ることも証明される｡ こ

こに α は組換によって生じた染色体である｡イネ, コムギ,ナス,エ ソ ドゥ

など主として白花受精によって繁殖する租物においては,日然交雑率 )は非

常に小さく,後って上式から,異型接合体の頻度はかなi)低いことが断言でき

る｡

(ⅤⅠⅠⅠ) 染色体の前減数 ･後減数の問題に対する統計学的理論

細胞遺伝学におけるキアズマ型説と,下等生物に対する四分子分･析 とによっ

て,染色体上の各遺伝子は還元分裂にそれぞれ一定の確率で前減数及び後減数

を行 うことが明かになった｡

この結果を利用し,染色体全体としての減数の状態を明かにしようというの

がこの研究の目的である｡

1) 1端に附着点を有し,染色分体干渉の存在しない長さ 1001単位の染色

体四分子 については,後減数を行 う染色体部分の長さが xないし x+dxであ

る確率は

a)(x)dx-甲′(x)+29′(l-x)-(l-x)p′′(x)-1

で与えられる｡ここに や(〟)は 100∬単位隔れた 2遺伝子間の粗換確率であ

a,式の導出に際しては 3交叉以上の多交叉は親密において無視しうるもの
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を用いて上式から

a)(x)〒cos2x+2cos(1･4-2x)+(1･412x)Sin2x-1

となる.次に,染色体を X 軸上にとり,その上の 点の後減数を行 う確率を

P(x)とすれば,その染色体または染色体部分 abの後減数を行 う平均の長さ

エ は

L-Lbp(x)dx

で与えられる｡

2) 以上の式を用い,遺伝学的に詳細に研究された染色体について,前減数

及び後減数を行 う長さ (l-L及び L)の全長に対する割合 (-1=i/l及び L/l)

を計算:して毒矢の様な結果をえた｡

染 色 体 利用したデータまたは公式
I- L L

∫ ∫

Neurosporacrassa一性染色体 LTNDEGREN 1936 66.5% 33.5%

SphaerocarL'usDonnelliの 1(NAPP1937 52.2% 47.8%
Squam2fera一染色体

糧 々蝿Ⅹ-染色体 iI6tiDAYIT.冒sl……L33 2689雛 5542第 枚

I, II一染色体 LUDWIG 1935 48% 52yo

莞程 蝿々 X-染色体 千野 1941
DEMEREC 及び LFBEDEFF 40.7% 59.3%
1934 #JF1941 40.0%#60.0%*

弟は細胞学的染色体地図を尺度としたもの,他は追伝学的染色体地図を尺度と

Lたものo

竹 中 研 究 室

竹 中 要

(Ⅰ) イヌサフラン属植物の異常体細胞分裂

イヌサフラン属植物の体細胞分裂を観察して次の事実を知った｡

1) Paprium major2n-34,Autumnaleal:Ja2n-36,Ancrist2n-38,

Purpurea2n-38,北大植物園栽増晶 (多分 Colchicum auiumnale)2n-40,

この最後の系統を 1927年札幌旧小熊邸に移植 し,1950年再び 三島国立遺伝

学研究所に移したもの 2n-38｡本属植物はこのように体細胞染色体数が 2箇

ずつ差のある系列をなしているOこの系列はすでに LEVAN (1940) に よ り指
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摘されている｡

2) これらの染色体は stickyであって 中期の染色体数の勘定に 困難 があ

り,2筒を 1筒にあるいは 1筒を 2笛に 数える恐れが多い｡それを考えに

入れても,なおかつ同一株の染色体数 と染色体の形の上に異常の変化がある｡

3) そのうちで最も着るしいのは,上記の通 り北大植物園より′ト熊邸-,つ

いで三島-移植された系統であるoこの系統は 1927-1947年には北大植物園

のものと同様の花をつけたが,1950llFlにはすべての株が 雄蕊 と花桝 とを失い

雌益と花筒のみとなった｡ところが不思議にも 1951年晩秋には, そ の 1部

は再び通常の花をつけた｡1950年晩夏に本系統の 1株の根を同定したもので

は次のような点で著るしい変化を示したo

(イ)主として皮層部に多数の死細胞を生ずる｡(｡)その経過は核分･裂におい

て染色体の融合 または異常凝縮が起 り死に至るようである｡それとともに染色

粒,染色体断片あるいは染色体自身が細胞質中-散出するO(ノ､)中期から後期

に至る染色体の極分離に数的変異がみられる｡(さ)中期核板の大多数は 38染

色体であるが,34-41染色体数もみられる｡ 大形の Ⅴ染色体は通常 2箇で

あるが,しばしば 3箇■のこともある.(ホ)親系である北大植物園のものよ9

染色体数が 2箇少ないO

以上のことから毒矢のことを推論する｡

1) イヌサフラン属植物は環境のわずかの変化にも鋭敏に感 じ,異常核分裂

を行 う｡それには同植物の新陳代謝の生産物 と思われるコルヒチンの毒作用が

関係しているではないかと考える｡

2) 地下茎の生長点に染色体数あるいは染色体の形に変化のある細胞を生

じ,それが生活に通するときは新しい染色体数ないしは染色体形をもつ新品稜

ができる可能性がある｡北大植物園う旧′ト熊邸う三島の順序に移植されたもの

は明かにか くしてできたものであろう｡

LEVAN (1940)の発見した本属植物の珍らしい染色体数系列 2n-36,38,40,

42,44,54(最後の 54は 3倍体と考えられる)揺,このような異常分裂によっ

てできたものではないであろうかO

(ⅠⅠ) スイセン属植物の核学的研究-I
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水仙屈植物の核学的研究ことに核型分析を行なおうとしているが,ここに10

種に属する 58変 ･品稜の体細胞染色体数～と報告する｡

1) NarcissusTazettaL.(房咲水仙) MontcenlS20,Maestro20,

JauneSprene30,Batharst20+1fr.,PaperWhite22,GrandMonarque

32,又una32,WhitePearl32,SidlyWhite32+1frリGloriosa17, 〟.

Tazettavar.chinensis30,32.

本麓の基本染色体数は 10である.二倍体,三倍体のほかに異数体がみられ

る｡1品稜 Gloriosaは房咲系と基本染色体数 7の 系統 (多分･口紅系)との

交配種ではないかと疑われる｡

2) N.Poeiaze(口紅房咲水仙) 本瞳は N.poeticusvar.wnatusxN.

Tazeitaといわれている｡

Klondyke17,Aspasia17,Triumph24,AIsace24,Erbira240

本位は房咲系より 10染色体を,口紅系より7また は 14染色体を導入し

て∨ヽる0

3) N.poeticusL.(口紅水仙) Almira14,Ornatus21,KingofEngl

land21,Pheasant'sEye21,N.Poeticusvar.♪lenus140

本薩は基本染色体数は 7で,二倍体と三倍体とがみられた0

4) N.JonquillaL.(薄水仙) JonquillSingle140

本位は基本染色体数が 7である｡

5) N.odorusL.(カソラ-/ズイセ ン) OdortT.SRCgulosus14,Camper-

nellaCommon14,0dorusGiganteum 280

本薩は基本染色体数が 7であり,二倍体とlT9倍体とがあった0

6) N.incomaparabilisL.(アサギ ノヒ トエ ズイセ -/) GloriaMundi14,

SirWatkinS21,FireFlame21,Bedouin21,WillScarlet28,Bernadio

280

本随は基本染色体数が 7であって,二倍体,三倍体潤 倍体がみいだされた0

7) N.Barrii(′ト判れ水仙) 本薩は N.incomParabilisxN.poeticusと

いわれているo

BarbaraHolms21,Conspicl10uS21,BarriiSeagul121.

8) N･Leedsii(′ト駒沢水仙) 本薩は N.inc叫 arabilisxN.poculifor･
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misといわれている｡

MinnieHume14,Amabilis21,WhiteLady210

9) N.Pseudo-NarcissusL.(大別爪水仙) William GoldRing14,Va-

nilla14,Princeps14,GoldenSpur14,Cervantes14,∫.B.M.Cum21,

Emperor21,Victoria21,Empress21,Van Waveren'sGiant21,Ma･

damePlemp21+1fr.,SilverSpur28,KingAlfred28,GloryofNoord-

wijk28,MadamedeGraaff31,Tresserve36,N.Pseudo-Narcissusvar.

Pleno系として SilverWing14,OrangePhoenix 13+1fr.,DoubleVan

Sion14,SulpherPhoenix140

本稜は基本染色体数が 7であり,二倍体,三倍体,四倍体,五倍体 の ほか

に染色体断片をもつものと異数体とがある｡

10) N,BulbocodiumL. 筆者の研究した 1種は染色体数が 2n-42であ

ったが,その核型からも,また他に本瞳で 2〝-14のものがあることからも,

本隆の基本染色体数が 7であることは間違いないと思われるo

(ⅠⅠⅠ) 大麻の性についての細胞遺伝学的研究-Ⅰ

1950年 7月 20日播櫨のもののなかに 1本 の 四倍体雌をみいだした.自

然授粉により 11月に 105粒の種子をえたO この種子は三倍体と推定される

が,105粒の重さが 3.253gr.であった｡二倍体 の種.子では 105粒の重さが

2.625gr.であったから,二倍体種子 ‥三倍体桂子の重さの比は約 1:1.24

である｡

これ らの種子を 1951年 3月 15日播捜した. 栽増管理が 悪かったため枯

死したものが多 く,開花を見たものは 50株であり,性比は雌 :間性 :雄=

21:25:4株であった.間性には殆んど雌に近いものから雄に近いものまで

あった｡

大麻の染色体は 2n-20で雌は 18a+2Ⅹ,雄は 18a+Ⅹ+Y で表わされる.

役って四倍体雌は 36a+4Ⅹ であり,その天然授粉 の結果は 27a+3Ⅹ,27a+

2X+Yが期待される.これ らの根を固定し永久プレパラ-ト法 により検鏡 し

た 7株は,すべて染色体数 30を数えて期待の通 りであった.雌株では Ⅹ 染

色体を区別することはできなかったが,問性においては Ⅴ 字形 とい うよDや
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や J字形に近い長大なる染色体 1筒をみいだした｡

問性棒の約の減数分裂を鉄酢酸カ-ミン法で観察したO接合期または太糸期

において,3染色糸が近接して列ぶことが幾 らかみられた｡双糸期において 3

染色糸が接近して存在することは榊当数みられたが,並列するとは限 らない｡

移動期に3染色体が接着しているものが 4-6組みられるのが普通であるが,

それより少ないこともある｡第-中期の三価染色体のモ-ドは6である｡従っ

て核枚の多 くは,6IIT+4IT+41の染色体式で示される｡これ らの三価染色体の

うちに Ⅹ-Y-X の三連染色体 も含まれてV,るが,多 くは縦に匿列し,少数のみ

Ⅴ 字形に配列する｡ この三連染色体は 中央のものが 少し大 きいから,それが

Y染色体と考えられる｡第-後期の染色体は割合規則正しく分配され両極に行

くoごくまれに解離せる一価染色体が両極外にのこることがある｡後つで性染

色体以外についていえば両極には少なくとも1組の染色体は分配されることに

なるO第二中期 より後期にかけては,染色体は縦裂して両極に行 くOまれに染

色体橋が見られる｡瀞離染色体は拒裂することもある｡四分子期の′ト胞子数は

4筒のものが多いが,少数の場合に微細胞子をみるoその割合は (四分胞子)‥

(四分胞子+1微細胞子):(四分胞子十2微細胞子)-160‥27:4であった｡

花粉はだいたい同じ大vlさで内容が充実していた.以上のことから三倍体植物

としては比較的規則正しい減数分裂を行 うものといえるO

山田(1943)のい うように Y染色体は Ⅹ 染色体 よりも大 きいと考えられる｡

今までの性染色体 と性決定との研究から,27a+3Ⅹが雌であることは当然であ

9,27a+2Ⅹ+Y が間性であることも他の場合 と同様であるO従って筆者のこ

こまでの研究では,大麻での雌雄性の表現が,狸々蝿やスイバのように常染色

体と Ⅹ 染色体 との比で定まるのか,W ARMKE と DAVIDSON とのいうように

Ⅹ と Y との比で定まるのか,まだ不定であるoまた雄性を現わした 4株は

間性型の性形質表現不完全のものと考える01951年にえられた 三倍性の雌と

聞性 との種子から生長する子孫の研究によって,以上の疑問が明 らかになるで

あろう｡

薄 秀 男

(IV) 細推定数に関する観察の 1例
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生物の器官には細胞定数という現象がみられるO異常環境に生育して,その

対照個体に比べ外形的に大 きな変化を示す場合にも,この現象がみられるかど

うかを調べるため下記の実験と観察とを行った0

着大豆を水に浸漬し,芽をきる直前,植木鉢に播超 したoそれを屋外 と暗室

とで比較栽増 して,暗室栽培個体を徒長させたO下子葉部の長 さは,対照用の

屋外栽培の個体が 53mm であるに対し,暗室栽増の個体は 67mm で,その比

は 1:1.2であった0第一節間部の長さは,屋外個体の 15mm に対し,暗室

個体は 93mmで,その比は 1:6.2であった｡下子葉部の直径は,屋外及び暗

室の両個体とも 1.5mm であり,第一節間部の再径は屋外のもの 1.2mm に

対 して暗室のものは 1.0mm であった｡茎を円筒と見なしてその体積を求め

た｡下子葉部と第一節問部とを合計した長さと体積とは,屋外個体のものに比

べて,暗室個体のものはそれぞれ 2.4倍,1.7倍 も増大して いた｡しかるに

構成細胞は暗室,屋外両個体とも殆んど同数であった｡即ち各組織別にかぞえ

た細胞数は次表の如 くである｡

第 1表 観 察 細 胞 数

表す ~三 二-iT 司 司 =

庭
第

時
第

足
下

栽
節

栽
節

栽

外

7
室

一
外

千

稗
間

培
間

培
葵

170,775

145 ,684

327,485

雫 警 宅蓋 い 62,331

150,192

122 ,936

330,106

334,360

:[".･=292,790 t 330 953,590
2,718,123

■ ･

註 :屋外栽培個体稔細胞数 3,850,908, 隔室栽培個体捻細胞数 3,693,900.

以上のことから結論として,(1)明暗により生ずる両個体の茎長及び体積の

差異は,細胞数の増減ではなくして,細胞個々の大 きさの差異による｡(2)細

胞分裂の回数は,環境により支配されがたいO

次に,水に浸漬中の種子において,すでに細胞分･裂が終ってお り,それぞれ

始めか ら-足細胞数を有していたのではないかと疑われるので,播種後伸長 し

つつある組織を固定観察して,罪-節間はもとよりのこと,下子葉部において

さえ核分裂像を観察した｡このことは明暗環境を異にしてからも細胞分裂が行
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われ,細胞数を増加していることを意味する｡

伊 藤 太 郎

(Ⅴ) Neuy10SL)OrlaCrla5Saにおけるその樗菱

漉液が子実体形成に及ぼす影響

筆者Dもっている菌株の雌雄接合型 (4A,8a)の各菌及びその混合培養液液

が子実体の形成に如何に影響するかむみるため次のような実験を行ったo

雌雄接合型 4A と 8aの両型を別 々に また混合 (4A+8a)して,エルレン

マイヤ- ･フラスコに培養し,72時間後増養液を それぞれザイツ滅過器む通

して滅液をえた｡それ らを W ESTERGAARD 及び M rrcHELL の培養基に混入し

て二次培地とし,それに両型の混合(4A+8a)を接種して子実体形成の状態を

みたoその結果は第 1表に示す通 り対照区 (滅液を混入せざるもの)にくらべ

ていずれも好成績で,ことに両型を混合培養してえた滅液が最高の子実体形成

を示し,毒矢に 4A,8aの順であった｡

第 1表 子 実 体 形 成 Sj比 較

-網 壷の薗塾 l 混(4A'8a'弓 4A i 8a l対 照

諸 悪覧畏造る子 ≒ ++十十 l
H I .. : +

以上のことか ら一次培養においてそれぞれの培養菌糸か ら,二次の混合増菱

における菌糸の生長,接合あるいは子実体形成などの促進に関する何物かが分

泌され,その強さは 混合 (4A十8a)>4A>8aであったと考えられる｡

(VI) NeurosL,OraCrlaSSa雌雄型培養液液の

生長促進作用にって

筆者はN.crassaの雌雄両型 (8a,4A)を用い,一旦混合された両型(4A,

8a)を基礎培養基に培養し,それ らの菌体を全 く除いた培養滅液に再び新しく∫

両型を混合培養したところ新しい増地を用いた場合に比し生長量の増加をみた

ので,おのおの菌株の培養淀液の生育畳に及ぼす影響につ き,次の如 き三つの

場合を仮定して実験を試みた.即ち 4A,8a,2型の培養滅液の 4A,8aに対す
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る生長促進作用を比較した｡

1) 同型間に促進作用があるか,

2) 異型間に促進作用があるか,

3) 雌雄両型 (8a,4A)間に朴1等しい生長促進作用があるか｡

各型を 1白金耳ずつ接接した細管を堵養試験管内に挿入し,一次増番 とし

て一定時間培養後,その滅液に二次培養として新しく各型菌体を接接し,72打寺

間後発育菌体重量を測定した｡一次培養時間は,12時,24時,32時,45時,

72時の 5通 りで,一次増義と二次培養との組合せは

1) 8a-8a 8a-4A 8a-(8a,4A)

2) 4A-8a 4A-4A 4A-(Ba,4A)

3) (8a,4A)-8a (8a,4A)-4A (8a,4A)-(8a,4A)

の 3系 9区で,各区 5本ずつの培養を'行い,その平均重量を各区の生育畳

とした｡その結果は,4A-8a(8aの 生育蛍 ;2.55mg)と 4A-4A (4A の生

育量;2.2mg),即ち,4A波液に同種と異性の性型のものを接種した場合には,

両者の生育畳には殆んど有意的差異はなかったが,8a滅液に対 しては,二次

培養として,8aを接接したもの (8aの生育量;1･4mg)より,4A を:接種し

たものく4A の生育量;3.4mg)が潜るしく生抜が よく,それ らの生育量には有

意的差異が認められた｡

朝 日 誠 三

(VlⅠ) AsL)ergiLLuscandidusの heterocaryOユ

lこついて

有性胞子をつ くらない糸状菌は雑種をつ くることができないのであるが,そ

のような糸状菌にも雑櫨類似の現象が知られている. この現象はケカビ (Mu-

cor)について SMITH,HANSEN(1932)などが研究し,最近は BAKER(1944)那

アオカビ(Penicillium)で,またPoNTEC()RVO(1946)及び坂口･石谷(1951)など

がコウジカビ (AsPergillus)で研究した heterocaryosisであるOこの現象は

糸状菌では比較的に多 くみられることであって,2位の異なった菌株の菌糸が

接触し,一方の核が他方の細胞内に移行するanaStOmOSis.cD結果,2位類の互

に異なった性質の融合 しない核をもった菌糸,即ち雑位に似た heterocaryosis
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を生することである.

筆者は AsPergillus属ID l櫨Asp.candidusで heterocaryon をみいだ

した｡この heterocaryonを培養してゆくと,毎代形態的に異なった株が分離

してくる.この分離菌株を,10代に克って増菱を続けた が,その性質は同定

していて,もはや新 らしい形態的に異なった菌株を生 じなかったか らホモと考

える｡

Heterocaryonの菌株と分･離したホモの分離菌株 とを比校すると,分･生芽胞

柄が前者は後者に比 して着るしく長 く,分･生胞子は前者がやや大形である｡分

生芽胞はともに白色で,コロニーは両者とも円形であ り,heterocaryonの方

には菌沼が認められ, ホモの方には仙女の輪 (hexenring)がみられる ((使用

培養基 =Ballg50の麦芽汁寒天増養基;培養温度 ‥28-29oC.))0

分生胞子の核染色を RoBINOW (1941)の方法で GIEMSA 液で染色した く同

定後,60oCの N･HClで 7分間加水分解 して染色)｡そ･の結果heterocaryon

の分生胞子は多数の核を有するが,分･離同定 した 菌株の分生胞子は 1-3ケ

(2ケが最 も多い)の少数の核を有するのみであったO

目下細胞学的並びに酵素化学的研究を続行 している.

C 研 究 第 3 部

駒 井 研 究 室

駒 井 卓

(Ⅰ) 人 間 の 遺 伝

(A)定型的短指の3家系

定型的短指 とは,第二ないし第五指靴の中節の痕跡的になっているため,こ

れ らの指虻が外観上 2節から成っている嘩形である.1905年禾国でこの1家

系が発見報告 されたが,これはメ-/ヂ 1)ズムの人間でも行われることのわかっ

た最初の例である｡ この家系とその後英国か ら報告された二つの家系はともに

人類における定型的の優性遺伝形質としてすこぶる有名である｡その後 3-4

のこの時形の家系が欧米か ら報ぜ られたが,いずれ も断片的のものに過ぎない｡
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要するにこの蹄形は有名であるにかかわらず,割合に珍しいものである｡

日本ではこの種の蹄形の報告されたのは近頃まで全 くなかった｡ところが最

近になってその互に関係の無いと思われる三つの家系が殆んど同時に発見され

た｡このうちの二つについて自ら検査し,レントゲン写頁などを取って,VIチ

れ も定型的短指に相違ないことを確め,また家系をも調べた.ただしこの 2家

系の短指の型は細かい点で異なり,それぞれ特徴がある｡そのうち1家系の型

は英国で報告 された家系の一つ及び近頃 1944年米国で見出された 1家族の型

とすこぶる近似している.これらの共,栄,日本の3家系がそれぞれ無関係な

ものであることに疑いないのに,その表現の些細な点まで一致 しているのは著

るしいことである｡なお遺伝の型は従来の家系と同じく,表現の極めて規則正

しい優性形質として伝えられている｡

(B) 小頂の症例及び家系

入渠員の遺伝性崎形のうち,最 も高度のものに属する′ト頭について研究するた

め,1950年来,名古屋大学教授医学博士 岸本鎌一,公衆衛生院 講師医学博士

尾崎安之助両氏と協同し,その症例及び家系を集めている.すでに 60に近い

症例と,40に近い家系をえている｡これらを詳しく調べ,ことにこの遺伝につ

vlて検討を加え,1952年中にまとめたいと考えている｡

(II) 猫の毛色の遺伝,ことに三毛雄猫の成因

猫の毛色の遺伝については,基本的な点で,学者の意見がL ･致 しなかった｡

ことにその最も普通な茶色が果して常染色体性の因子によるか,または伴性の

田子によるかが きまらなかった｡この問題を解決する一つの法は猫のセンサス

を行なうことである｡この法によって猫の某トBlflにおける茶色C7:雌雄の比率を

調べ,その間の関係を見れば,この関越は解決するはすである｡このH的で三

島市及び御殿場町の猫につき自らil)]手とともにセンサスを打なった｡一方前に

北海道の諸都市の猫について学校生徒の力を借 りたセ-/サスの結果 もあって,

これを参考にす ることをえた｡これらの結果,明かに茶色込J子は伴性7)もので

あり,虎や黒の因子は常漁色体性であること,また茶色国子がホモまたは- ミ

の状態では虎や黒の国子に対し,完全に上位にあり,後者の表現を被覆するこ

と,茶色因子が-テロになると,この被覆は不完全となり,三毛猫を生ずるこ
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とが分った｡

なお期せずしてロンドンの猫につき SEARI.E (1949)という人が 同様のセン

サスを行なった結果をみることをえたが,上の緒論において全 く一致した.た

だし茶色因子の頻度は日本の猫のなかに,ロ-/ド-/の猫に比べて造かに高 く,

2-3倍にも連することがわかった｡

猫の毛色の因子について調べるのは結局遺伝学の古 くからの謎である三毛堆

猫の成因,何故にそれが珍しいか,また何故に生殖不能になるかを明かにしよ

うとい う希望による｡ この目的のために三毛雄の実例を集めているが,今まで

に自ら 14例をうることができたoこれを基にして三毛雄の成因について私は

一つの説を考えた｡これは雄の性細胞中において Ⅹ と Y との間に 交叉が起

り,これによって茶の因子が Ⅹ よりYに移 り,また雄の生殖力を支配する

因子が Y より X に移るというのである｡

(III) 或種の動物に見る多形現象

或軽の動物に多形現象 (印)lymorphism)ということがある｡ 同一種のなか

に雌雄の異形以外に著るしく異なる色または形のものが2種類以上あることを

い うO昆虫などにこの例が比較的多い｡そのなかで熱帯地方産の喋にみられる

多形現象はしばしば擬態(mimicry)という興味深い現象と関連し,生物学上こ

とに進化学上の謎として昔から知られている｡この多形現象の解明に寄与する

目的で,年来テントウムシ,蛙2種とオナジマイマイを選んで研究している｡

これらについて本年中にえた成果は下の通 DであるO

(A) テン1.サムシ

わが国の全部に普通なナミテントウ (Harmoniaaxyridis)にはその斑紋に

多 くの型がある｡この種の集団見本を全国の諸地方 より集めて,その地坪的変

異について調べ,また同一産地から年代冒印南てた資料をえて,その間に起った

集団構成の変化をみ,すでに2箆の報文を公にした｡本年度中には北海道の諸

地から多 くの資料をえたが,そのうち,上川に近い銀妨iiのものにはとくに興味

があるので,さらに調査を進めている｡なお冬眠中の本随集団について耐寒試

験を行なっている.

(B) ミド1)シジミ
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日本の山地に普通の ミド1)シジミ (NeozepkyrustaxilajaPonicus) には雌

に四つの型があるO この遺伝的基礎はさらにわかっていなvlo これがおそらく

3対立遺伝子によるものと思い,日本の諸地方か らこの蝶の集団に関する資料

を集めた｡その結果九つの資料をえたOそれでこれ らについて人間の血液型の

0,A,B3対立因子Z)頻度を求める BERNSTEINの式 を応用して調べてみた. こ

の 9集団のうちか らあまDに′トさい集団を除 き,残 り 8のうち 3はこの式に

良 く適合する｡ ところが 5は完全には適合 しない｡ そこで この理由をさらに

調べてみたところ,劣性型の 0 と-テロ優性型の ABに相当するものが予期

伯 より多 きに過ぎ,A と B とに相当するものが少な過ぎることがわかった｡

この Aのなかには AAと AOとを含み,Bのなかには BBと BO と含ん

でいるので,おそらくホモの AA,BBの生活力が多少劣っているのであろう｡

こうしてこの蛙の多形現象は他の動物に知 られている国縫現象と,その本質と

成因が良 く似ているようである｡

(C) モンキチョウ

日本の至るところに普通のモ-/キチ ョウ (Coliashyalepoliographus)揺,

他の同属 とrH'=こく,雌に萌と白と二つ型がある｡京都大学の学生阿江茂は駒井

の指導のもとに,この蛇の飼育実験を行なった.その成績はだいたい米国産の

同属異種について知 られていることと一致する｡即ち白を生ずる因子は優性で

あるが,雄ではその影響は現われないo この因子がホモになると通常致死 また

は半致死となるOそれ故白色の子は期待よD少なくなるoなお北米畳のもので

は雌のうちの白色のものの比率には着るしい地坪的変異があ り;だいたい北の

地方ほど白色のものが多 く南の地方ほど苛のものが多い｡即ちおそらく気候に

関連した白然淘汰の影響があると考えられているo R本の干ンキチ ョウの飼育

実験の結果によると,劣性の式色因子の方に強い致死効果があると思われ る｡

多分優性の白色因子にも同様の効果があると考えられるが,前者の方が強いよ

うである. これが多分 日本の全体を通じて黄色の雌の少ない理由であろう. ま

た日本の諸地方か らこの蚊の集団標本を集めたが,これによって北木にあるの

とほぼ同様な地理的変異があることをも確かめた｡即ちこの蛙の雌のなかの白

と黄との比率の地理的変異は,気候条件 と関連があるものと思われる｡

(D)オナジマイマイ
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日本の至るところの庭園や畑などに産するオナジマイマイ (Bradybaenasi-

milayis)には殻の色に黄と褐紫とあり,また帯のあるものとないものとあり,

結局,黄無帯,黄有帯,褐紫無帯,褐紫有帯の4型がある｡そしてこれらは 3

対立因子によって生ずることがわかっている0 日本の 60余の産地か ら 80余

の集団標本をえ,そのうちのこれ らの型の比率をみ,これによって各困子の頻

度を調べた.その結果を予報的に邦文で公にしたが,なおこの蛸牛について,

標本を集める一方,これらの各型の適応における差異の有無を調べ,従ってそ

の基礎になっている困子の消長をみることを続けてV,る｡

酒 井 研 究 室

柄 井 寛 一

(Ⅰ) 植物集団における異型個体間の麓事による

分散増加の実験的証明

本年報第 1号(1951)に著者は,植物の雑種集団では異型個体の問に競争が

起 り,それがある櫨の数量的形質に変動を起す結果,集団内分散は増加するで

あろうことを示し,それに閑し理論的推定を加えた｡ここではこの推定を確め

るためにその後行った実験の結果を述べるO

コムギ 3品梯 A,B,C を色々に組合 せ て,各単組E*:,各品種混植lxIを作っ

た｡均一に育てた苗を 30糎 ×12糎の 1本櫨として,混格の場合には,各品

種 1個体ずつをとって 1粗とし,組内の個体の配列は無作為とした｡試験設

計は 4回反覆の乱塊法で,収穫後,気乾して個体別に全量と穂数を調査した｡

調査結果の分散分析により,混柚による形質量の変化は統計的に有意であ

り,穂数,全量とも競争力につき A≧B>Cなる関係がえられた｡それで晶櫨

本来の形質量と温横による形質増減量とを最′ト日乗法で推定した｡

堤根集団と単粒集団の各分散につき分散分析を行ったところ,全重について

は統計的に有意な蓋が認められた｡それで単植区より各tJf]t植区に対応する合成

集団を作 り,これの分散と混植集団の分散との差をしらべたところ,混植区に

おける分･散は一般に和恵的に大 きかった｡ ここでえられた分散の差は,専 ら混

柿したために起った,異型個体問の競争に関して生じた分散である｡この差は
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品種の組合せ方によってはなはだしい差があったが,その大小は品種相互間の

競争力の大小と平行的関係にあった｡

か くて異型個体問の競争による集団内の分散増加の推定は実験的に確められ

たが,この事実は植物における連続変異形質の統計学的研究法に修正を要求チ

ると同時に,植物集団の進化及び育種に2,3の開港を投げかけるO

(ⅠⅠ) イネの 6品種における麓串の比較

I
早中晩のイネ 6品櫨を相互に組合せて 36組合せの単植及び混植区を作 り,

4回反覆の単純格子型配列法で相互間の競争力を調べた｡25糎 ×25糎の 1本

柿で,成熟後刈取 り,気乾して全重,草丈,茎数,穂数,穂重,主梓散長を個

体別に調査した｡

分･散分析により各形質とも,品種 (処理を含む)問に極めて高い有意の差を

認めた｡一定の品格が各晶櫨にかこまれたときの形質畳と単枝のときのそれと

の差につ き分散分析を行 うと,穂長を除いてすべての形質に有意の差がえられ

たが,この場合,かこんだときの効果よりもかこまれたときの効果の方がはる

かに着るしかった(-欠表)o

要 ~諒｢志 す孟~唇 す 嘉｢孟~~志 す 妄

l

誤 差 1 25 16.3 j 2.5 : 0.6

∴了 1.I...__‥ ∴ こ∴ ‥..

1.4韻～12.1

穂長
0.21

0･4 t 4･9

註 :辛)5%水準にて有意, 柵) 1%水準にて有意.

よって,他晶櫨にかこまれた場合の形質変化量を基 として各晶櫨の競争力を

比校すると次表のようになる｡本末では5品枚にかこまれた場合に競争によっ

全量

草丈
茎数

穂数

穂竃

1.65

0.64
0.30

0.25

0.90

ー
_.l

l

---ち

l

A

i

･･1

-
1
1
-

｣

A

A

5

l

T･1

L
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て生ずる平均増減量の標準誤差を単位として,各品種の平均競争力の分布を示

してある｡

N,S,Tlは平均競争力零に近 く競争効果はみられないが,A,T虫,Kは一部また

は大部分の形質において競争の影響を示しJ'K｡とくに A (旭精)は 6品種中唯

一の樗品種であったが,すべて梗品種に対しとびぬけて競争力に弱かったこと

は注目に価する.なお本実験結果の詳しい論議は別の機会に行 うO

(III) T･ウガラシCTLJ量的形質の遺伝学的研究

トウガラシの量的形質,とくに果実の1個重量,株当 り個数,全生産果重そ

の他について交配雑種 Flとその親との比較を行った｡研究は 2種に分れ,一

方は品種 ｢タカノツメ｣の特定の個体に ｢五色｣,｢チ ャイ ニー ズ｣,｢シシA(赤果

檀)｣,｢シシ B(黄果種)｣,｢八房｣,｢タカノツメ｣の任意にとった各 5個体を交配

し,母本の一定遺伝子型に対する父本7)各遺伝子EL)_の影響をしらべようとしたo

他方の研究は ｢タカノツメ｣と ｢八房｣の両品種 から任意にとった各 4個体

につき,相互間に 16ヌ阻の交配 Flを作 り,さらに上記 8個体に ｢五色｣,｢チ

ャイニー ズ｣,｢シシ｣の特定個体 を交配し,Flを作って,それらの間の遺伝

子の働 き方をしらべようとした.

これ ら両尖験の純粋種及び Flは全部で 100に逢した ので,単純格子F.lj_配

列法で,4回反覆を行った｡1951年晩秋に収穫を終え,引続いて調査を終えた

が,現在末だなお成績垂珊中である｡

今までにわかったことは分散分析によi),品種まJ'h:は Flの間の差は 1%水

準で有意であり,遺伝子の表現に品種的または品種内の個体的に変異のあるこ

とである｡全果重は品櫨によりまたは個体により雑種強勢の表われ方に変異が

ある｡巣数は大部分･の場合に負の方向に部分優性を示し,1果平均重 も負の方

向に部分優性を示した場合が多かつた｡

詳 しいことや特定の遺伝子型に関する考察はまた吏めて別の機会に報告した

∨､｡

(IV) 自殖性植物の難種集団における選択

(A) 圭的形賢の育種における磯城

2対の遺伝子 XxYyが関与し,X または Y の正遺伝子の数に応 じてある
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部分選抜が行われるとする｡選抜は集団選抜で毎代連続的に行われ,各遺伝子

は独立で,その効果は相等 しく,かつ算術的にまたは幾何的に相加的であるとす

れば,正遺伝子の数による遺伝子型の分類及び毎代の選抜価は次のようである.

正 遺 伝 子 の 数 き遺 伝 子 型

4 1 xxYY

XXYy
XxYY

XxYy
2 XXyy

_T.rl'lI

l

11

竪 l 毎代の選抜価

｢ ~ gl

r

m
1
-

-

ー

S忠

SB

各遺伝子型の 〃代 目の頻度は例えば,

1

en- 4 Sse rL-,/W n-i

であるOここで Wn-1 とは n-1代目で選抜されて次代に繁殖すべ き個体の給

和であるo毎代選抜が行われ るから,各世代の W の梼 al,さは,

nll
wIL≡W.,WIWと･･･-･･Wn-1-HW J (n≧1,wo-1)

i-0

となるOいま a)ham,aJnb,n･･-･を An･Bn･･････とし･また sl… Kl,S22…K2,

An-品 [L(1,2ト L(1,3)]･F491 (1･3)

Bh-Cn-E29L(2,3)

En-(Ks)n
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･n-須叢 曳 9)-[L(5･4ト L(5･3)]+F4SL(5,3)

た- L(i,i)-等 ‡若しとするo

aa-A"/wa,bn-Bn/al," ･-,in-Zn/aJnであi), wn-sIAn_1+S2(Bn_1

+Cn_1)+sSEn-1十--･････+S5In-1 である｡

いま各遺伝子型の選抜価を 1または 0.1とし,色々な選抜の場合を計算す

ると次表のようになる｡

選

XXYY

価

XXyy,XXYY

Xxyy,xxYy

X,tyy

XXYYの割合
りIul

引

l

1

l

1

1

1

0

0

割

工

l

1

1

l

1

0

い
.
1

1

1

1

1

1

(4)

111

0.10.10.1

1 L 1

1

1

1

l

1

0

0

n
U
0

0

1

1

1

l

1

0

(U
nU
0

芸三は 三害鳥 92:Z;鳥 ;:54喜ば .?6鳥 ;.……鳥 ;:;.;

(1),(2),(3)及び (4),(5),(6)の各群内では集団選抜の効果に大差はない

が,両群問には大 きい差があるOこの両群の差の原因は,負遺伝子につきホモ

の個体を除 きうるかどうかにある｡

(B)蛮声種集団における 1回の選抜の時期

自殖性植物の雑種集団で優性個体に関する選抜を1回いつかの時期に行 うと

すれば,その選抜の時期と集団中の優性遺伝子個体の頻度との関係は次のよう

になる｡

選抜前の分･離世代数を n,選抜後の分離世代数を m,全分離世代数をN(-

n+m)とし,劣性遺伝子型の選抜価を S とすれば,N代目に おける表現型

優性の個体の割合 DH は,

DN -tit(1･去)r

となる｡ただし tは選抜価 Sの函数で下の通 9であり,rは遺伝子の対の数
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I;

1

である｡

例えば F2 から FG までの問に 1回,か りに 90% の淘汰が仝劣性の個体

に加えられるとすれば,F7 における優性表現型の割合は次のようになる｡

遺 伝 子 の
対 の 数

1

5

10

15

無選択
選 抜 の 起 っ た 世 代

Fj 芦 F3 I F｡ 書 FL-, ら F6

50･78 165･52 3

2

1

0

.

5

7

5

4

一

6

1

0

0

1

6

8

1

0

:

7

1

87.84

24.46

9(1.03

25.43

1･12 弓 1･13
0.04 1 0.04

白殖性植物の雑株集団で後期世代まで集団栽培を続けるとき,その途中で 1

回選抜をさしはさむことは,とくに後期世代において極めて有効である.

後 藤 寛 治

(Ⅴ) Zl-nniaの頭状花に関与する遺伝子の分析

本年度は,主として単重と完全八重との間の交雑 (15組合せ),無舌状花 と

単重,完全八重との交雑 (5組合せ)を行ったが,同時に昨年度交雑した Fl

の日碑をなし,白殖系統の育成を続けたO

単重と完全八重との問の Flの頭状花は,1ないし 2層 の舌状花の上部に

管状花が続 き,項部に至 り舌状花が傘状を呈する型で,昨年度観察した E型

と同定された｡また予備的に,預状花にみられる瞭型花 (既報)の出現頻度 と

開花時期との関係を調査した｡詳しくは,各種花型の同定とともに,さらに調

査を加えた上で論 じたいO

(ⅤⅠ) ナスの異形形成過程について

茄子の品種は,果形に基づいて巾着,球,那,長形などに大別される.この

ような差異を生する発生過程を明 らかにする目的で,若干の調査を行い,その

結果につき統計学的な考察を試みた｡菱紬千成,ブラック ･ビュ-チ-,企救
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長,台湾長を供試したが,その形 (果形指数)と大 きさ (1個当 りの重 さ,瓦)

はそれぞれ 1.8,103;1.3,733;2.9,154;5.7,172であった｡ 蔓細千成,

企救長及び 4品種間の 3組合せの Flにつ き,開花後 1週間目から 4日日

ビと紅,長 さ (果榎 と果実の接触点を両船として長軸の方向に周囲の長さを測

定す)と幅 (最 も幅の広い部分の周囲の長 さ)を測定し,対数変換した槻測値か

ら回帰式を算出したo長さと幅の比率は,開花後早 くて 15日日(草細千成の場

令),遅れても23日目まで(台湾長 ×萎細千成,塑細千成×ブラック･ビューテ-

の場合)には安定することが,観測値か ら直接知 られた｡菱和千成と2組合せ

のFl(台湾長×蔓細千威,蔓紬千成×ブラック･ビューテー)の回帰式の比較か

ら (jointregressionによる),ブラック･ビューテーとの Flは,委細千成に

比し調査開始前の幅が,また台湾長との Flは,その長 さが,それぞれ長かっ

たことが解 D,差異は統計学的に有意義 と認められたO同様のことは,長 さの

点で卵形品種(-B組千成)と長形晶梗(企救長)の比較からも知 られた｡ また蔓紬

千成とFl(台湾長 ×蔓紬千成)の幅に関する回帰係数(膨脹率のような性質をも

っている)を比較したところ,それ らの問の差異は有意義と認められ,調査開始

後の横軸-の伸長(あるいは膨脹)横式が異なることがわかった｡さらに両者の

朔測値から,Flの伸長は調査開始のごく初期では親に比し著るしく速かである

が,その後は緩慢になることがわか り,生長曲線が調査開始後に一つの転換期

をもつように思われた｡以上のような統計学的な分析の結果,果形形成の過程

には,開花後 1週間目まで (おそらくは開花前)と,その時から伸長が着る

しく緩慢になるまでの各々の時期に,発生学的に劃期的な転換期が 推知され

る.果形を支配する遺伝子機構と,それぞれの期間との関係については,今後

の研究に持たねばならない｡

(VII) ナスの異形及び果重に関輿する遺伝子について

茄子の果実は,形や大 きさの点で着るしく変異に富んでいるoこれ らの形質

に関与する遺伝子群の性質や作用を分･析することは,量的遺伝の機作を究明す

る上で意義あることと考えられる｡実験には,果形の着るしく異なる5品種と

これ らの品種を両親とする Fl群を供試した.開花後 1ケ月を経て 果実が充

分に肥大し,果形が固定した時期に同時に,果形と果重の測定を行つJ'h:｡果形
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の豊的表現には,果実の長さと最大部の幅の比を果形指数として用い,この果

形指数と果重の平均t和こ基づ き,一方の親に一定のITIl一種をもつ組合せ群ごとに

遺伝子型及び ドミナンスに帰関する分散,Flとそれに対応する他方の親の問

の共変劫などを算出した｡これ らの分･散 と共変助に基づいてえられた五つの回

帰係数の問には,果形指数,果重の場合 ともに,平均値の′トさい親を片親に使

ったときの係数が低 く,平均倍の大きい親を使った場合ほど係数が高い価を示

す傾向がみられた｡この傾向は,負の方向に働 くドミナンスをもった加算的累

積効果を示す遺伝子の作用か,あるいはドミナ-/スの存否にかかわらず対数的

累積効果を示す遺伝子の作用かのいずれかに帰国するO果形指数の場令,対数

的累積効果を仮定して指数を対数に変換した上,回帰係数及びポテンス比を算

出して先にえた偶と比較 してみたが,算術的な遺伝子作用の模式が よi)正しい

ことを示した｡ また果形遺伝子のドミナ-/スは着るしく低いが丸形の方向に働

くことが明らかになった｡長欠に果重の場合では,対数変換の効果がみられ,料

数的な遺伝子作用の横式が妥当なことを示した｡なお果重に関与する遺伝子の

ドミナ-/スについては,果重の点でさらに差異ある品種間の組合せを用いて検

討を加えた上で論議 したいO

(ⅤⅠⅠⅠ) ナス品種の組合せ能力に関する研究

この実験は,茄子の品亜々間に一般及び特定組合せ能力の存在を確め,さらに

これを手掛 りとして,-テロ-シスの模作を追究する目的で始められた｡本年

度は,10品種,15ラ阻合せの Flを供試し,反覆収量試験を行い,その結果に

対 して分散分析によって統計学的な検討を加 えたoFlは全体として親の収量

に優 り,14組合せで少収親との差異が,またそのうち 5組合せで多収親 との

差異が統計学的に有意義 と認められた｡増収率は,民田×仙台長一号の 12%

が最低でビルマ茄子 ×仙台長一号,仙台長一号×蔓紬千成がそれぞれ 70,58

%の増収を示した｡また革細千成を片親とした Flは,他品種の場合に比 し,

着るしく顕著な-テローシスを示した点から,菱細千成が高い一般組合せ能力

をもっているように思われたO蔓細千成と仙台長一号,ヤマト耐病性頁黒など

との Flは,特定組合せ能力の存在を暗示し,これ らの Flと多収親 との差異

は非常に有意義と認められ,さらに多収親が必ずしも高い組合せ能力を示すと



52

は限 らないこともわかったoなお著るしい-テローシスを示し,両親との問の

差異が有意義と認められた Flでは,いずれ も 1株当 りの果実数の増加が顕

著であった｡

PowERS(1944)が先に示したように果菜規の収量形質を二つの構成要素,即

ち 1株当 りの果実数と,1個当 Dの 果重に分割して考えることができるとす

れば,-テローシスはこれら二つの形質の間の相乗的な生産作用の結果として

も説明され よう｡

辻 田 研 究 室

(Ⅰ) 家蚕の E遺伝子群に関する研究

辻 田 光 雄 ･ 坂 口 文 書

(A) 新多量紋遺伝子 EMsに関する研究

昨年報告した EMs (新多星紋蚕)とこれから生じた EMc(重い形蚕)の作用

と他の E複対立遺伝子の作用との関係を発生遺伝学的な立場から研究を進め

ているが,これまでにえられた結果は毒矢の如 くである.

1) EHs,EMcはいずれ も著るLV,致死作月柁 示し,EMsでは第 7,第 8阪

節に過剰院政を生じて促音末期か聯化直後に死ぬ.また EMcでは仝環節に胸

肢を生じ不反転とな9催青間際に致死する｡

2) 他の遺伝子群との Flで も強い致死作用を示し,EMs と EN,ECa,EMc

お よび EMc と ED,EN,E'/'aとの共存では催青期に全部死ぬ｡そしてこれ らの

致死隆子の形態を観察した結果によると肢,環節,内部の若干の器官などに異

常が認められた｡

3) 正常との交雑においては EMs,EMcを母体とするよりも,これ を雄と

した場合の方が造かに卵内致死勝子数が多 くなるが,その理由は明かでない.

4) EMs または EMc と他の E遺伝子の異型接合体雄を正常雌に戻し交雑

したものでは,極めて少数の重視型と思われるのが現われた｡これが交叉型で

あるか否かは後代を検定した上でないと確かなことはいえない0

5) 要するに EMs,EMcは他の E遺伝子群 と同様に発生の初期から働 き体

制構成に関与し,多面的作用をもっているようにみえる｡
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辻 門 光 雄

LJ3)EHとHKpとの関係について

家蚕のEf.夏郷 土遺伝子群にはE,EfW,Era,EHl,互'!r,ED,EH,ENr,END,EDs

EN,EMs,EM'',ENs,Ejlなど15個の遺伝子が複対立関係にあることが知 られ

ているOさきに筆者と坂 口が第 ⅠⅠ染色体に関 して実験したように,b̂'fVI染色

体に閑し1-1)ゾー ミック蚕をうる目的で上記の遺伝子のうち EH と EKpとの

異型接合体を造 り,その雄にBHC撒布,超短波照射などの処理を施 して, これ

を正常雌に交配してその次代を調べたところ,この二つの遺伝子の重複型と考

えられるものがごく少数えられた. しかしこのような重視型は無処理の雄を用

いた対照区にもえられることか ら正常の場合においても生ずるもので,今回の

場合はとくに処班の効果とは考えられない｡重複型の後代について調べた結果

これが単なる交叉型 (EI FKf )であることがわかつれ ここに えられた重視

型は 書誌 の- 型の如 くに単に E H と EKpの両方の形質- せたもので

はなく,第 4環節に過剰い字形斑紋 と第 4,第 5環節に過剰腹肢をもつ新 し

い形質である｡+×-.E子竿 は常にごく少数のEHとEKp- 離する.EEjHFEEpp

は 2対の過剰腹肢が 正常のものと殆んど同じ大 きさにまで発達 して促音前に

死ぬものが多V,｡また Ei 等 と E.iEE=Pとの- 型- 校すると,前者では

過剰肢の発達が誇張 され,後者では反対にこれが著るしく抑圧される｡
EHEKp
十+

の表現型は EEl/+ のそれとよく似てお 9,さらに EEl と E とが類似 した表

現型をもっことも注目に値するO

-定の環境下において EH/+ では腔予期致死作用は軽微であ9,EB/EEでは

これがやや強 くとなる｡ 一般に EKpはホモで も-テTlで も致死作用はあまり

強 くなV,｡誓 ;p-- a/･ よ- 好 期致死が多 くなるにかかわらずEE% 崇

とER/EEとの致死率は脈 ものである.また 至芸 ふとFI-HEEKK-pp との問では致

死作用においてあま9差がみられなかった｡

市川 (1951) もまた EAと ENCとの組換えによる EAEND/+ 型の蚕 をえ

たといつている｡このような事実は E遺伝子群 の 座が単なる pointでは な

くして,ある dimensionをもち,そこにい くつかのFR-1じような方向にしか も

･鮎
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少しずつ 違った作用をもつ 遺伝子が 連鎖状に配列して構成された M uLLER

(1949),駒井(1950)らのいわゆる半対立遺伝子群なることを示すものと考えら

れる｡還 K'pとEiBpと相 で表現型の着るしく異なることは,ショウジ

ョゥバェにおける紬限遺伝子 Bar(B)の重硬 (duplication)の場合によく似た

現象であり,遺伝子の位置効果(positioneffect)をもって説明しえられるo

辻 田 光 雄

(II) 茸色死蚕の遺伝とくに葺体色 (teln)との関係について

家蚕の黄色致死因子 (ly:最近Iemlと改められた)は劣性遺伝子で,そのホモ

の個体は第-眠起に黄色を基し食桑不能のため死ぬOこの黄色は主としてその

兵皮細胞中に キサントプテ1)ソ･B を含むためである｡黄体色系(lem/lem)と

艶 致死系 (十/ly)の Flでは全飼育蚊区の約 与 の蛾区が 正常 で あ り,他

の 号 では正常と黄体色とを 1:1の比に分灘するoこの分離蛾- の正常rLi】

志の子孫には致死個体は現われない.そして責体色同志を交配すると,1蛾の

約 1/4は完成した帯黄色の蟻泰となり酵化しえないで死卵となるOこれは一見

赤蟻の促音卵に似ているが,全 く酵化しえなvl点で異なる｡これを従来の死卵

と区別して,か りに黄色死卵と名づける｡ さらに上記の Fl黄体色 (lem/ly)

を黄色致死系(+/ly)と交雑する場合には,その母体をいずれにするかにより,

致死の時期が異なり,前者を母体とするときは正常のみを生する蛾区と正常 :

黄体色 :黄色死卵-2:1:1の比に分離 する蛾区とを生じ,また後者を母体

とするときは 正常のみを生する二蛾区と正常 :講体色 :第一眠起黄色死蚕-

2:1:1の比に分･離する蛾区とを生ずる｡

lem は第 III染色体の 0.0に座托し,正常に対し劣性関係にあることは既

知の事実であり (′ト倉 1922),また Iyが正常に対し単純劣性で あることが明

かにされている (鈴木 1950)｡ さらに上述の実験結果から二Iyは lem に対し

劣性であることが判った0位って 十,lem,lyの 3遺伝子は複対立関係にあ

り,さらに +>lem>lyの優劣関係にあるものといえるo

次に正常 (+/ly)×黄体色 (おm/少)の正道雑種において母体が正常のとき

揺,慕-眠起黄色死蚕 (蟻蚕は黒色)を分離し,反対に苛体色を母体とすると

きは,致死個体は黄褐色蟻蚕となり卵殻を食破れないため卵内で死海｡これ揺
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卵内の着色物質の基質が母体の遺伝子型に支配され,試色致死の時期が定まる

ものと考えられるから,これを蚕における母親遺伝の1例 と見なしうる.第-

眠起に黄色致死蚕を分離する場合その数は梅谷 (1951)のいうように,この時

期までの環境とくに温湿度の如何により着るしく異なり,高温乾燥の場合はし

からざる場合に比 し第一眠起までに死ぬるものが多 くなる傾向が認められる｡

辻 田 光 雄 ･高 須 敏 夫港

(ⅠII) 1崎形蚕系統における喝形表現と環境との関係

この蹄形蚕系統の蹄形出現率(蹄形率)と環境との関係については,大村(19-

50),辻田 (1951)により研究されている. この系統は普通の取扱いでは 50-

70% の崎形率を示すが,即浸するときは これが高まり 80-100% に達し,

また発生の初期を低温に緩かに発育せしめるときには,殆んど正常蚕のみとな

る｡われわれはこの感温期間をさらに細か く調べる 目的で産卵後一定期間 (1

日,3日,5日,7円)低温 (15oC と 20QC)に保護 して蹄形率を調査した｡

その結果の概要は次の通 Dである.

戸主卵後 10-15時間を経て 15oCに移し 3口問おき,これを冷蔵浸酸 した

場合には崎形率が著滅し,5-7El問 15oCに保護すれば,さらに減 じ殆んど

崎形の出なくなることもある.Fi,卵 20時間後に保護すれば蹄形率はやや多 く

なり,25時間以後は無処1:t法の卵に近い暗形率を示すようになる｡

低温を 20oC としても 15oC とだいたい 似たような 傾向を示すが,全体と

して崎形率は 15oC の場合に比し増加する｡

次に産卵後高温に保護し即時浸酸してから低i昆 (15oC,20cc)に一定期間発

育させるときには,やは1日-Fil様の傾向が認められるが,冷浸の場合に比べると

概して出現率が高まり,とくに産卵 20時間彼処刊!ですでにかなD多数の暗形

泰が現われる｡

以上の実験結果か ら崎形発現に対する環境,即ち温度や浸酸刺域などに最 も

敏感なのはだいたい産卵後 10-15時間から 25相聞に至る短時間であると考

えられる｡この時期はちようど卵内で分割球が卵J誹て至 り被膜を遣り,その一

部分が陥入して旺雲を形成する時期にあたる.

串農林省蚕糸試験場技官
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なお予備的実験によると桶期の保護温度 と瞭形率との間にも多少関連がある

ような結果をえたが, これについてはさらに実験を重ねた上で報告する｡

辻 田 光 雄 ･坂 口 文 吾

(IV) 1不受精卵系統における不受精の原因について -

材料 とした系統は産卵数は正常に近いが,受精歩合が悪 く,10% 内外で,

1% 以下の受精率を示すこともまれではない. この異常系統における不受精の

原因について研究を進めているが,昨年の実験か ら次のことがわかった｡

正常系 (N)と不受精卵系 (Nf)との正逆交雑の結果は ‥

i) NxN-不受精卵 iii) NfxN-不受精卵

ii) NxNj--正常卵

であるO従ってこの場合雌側にその原因があることは明かである｡そこで雌の

内部生殖器官について調べてみた｡異常母体の精子管,前底,螺旋管,受精嚢,

同附属腺などの形態構造には異常が認められないo交尾後,交尾嚢内には精英

が正常の如 く造 られているが,交J:i嚢導管及び精子管開口部附近の内睦に繊維

性物質が蓄積して粘英の首 と精子管の開口部とが連結できないような状態にな

っているO繊維性物質は交尾嚢被膜の外皮と精夫 との間の全域に亘ってみられ

るが とくに交尾襲基部における集積が着るしい｡遊離繊維物質の量は個体によ

9著るしく多いものから極めて少ないものに至るまでの変異がある.従って多

い ものでは椅子の移動が妨げられるし,少ないものでは多少精子が受精嚢-珍

動するようである｡

交尾嚢中の織肝性物質はどこからどのようにして生ずるか｡この点を細胞粗

放学的に調べた精巣,被膜細胞の外政形成における異常産物 と考えられる.即

ち正常系ではこの被膜は届平の細胞から戒 9,その先端のキチンは外皮繊維性

物質が横の方向に規則正しく密に列んで形成されているが,不受精卵系ではそ

の外皮の管路に按する面から逐次繊維性物質が管睦-遊離する｡この遊離織経

のでき方 としては,

1) 外皮を形成する織鮭が細胞質部か ら活礎につ くられ,最先端部の個々の

ものが何 らかの原因により固着性を失い管睦に遊離する｡

2) 外皮先端部よ9全然新しく耗雄性物質が生成されて遊離するo
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以上二つの場合のうち現在のところ,1)の観方が妥当のように考えられる｡

この不受精形質の遺伝学的分析は現在続行中である｡

辻 田 光 雄

(V) 蚕のヴィールスに関する研究

(A) 蚕のヴィールスの重要なる 1億柁方法について

蚕に膿病の病同体ヴィ-ルスを保持する多角体を添食することによD,臆病

が発生することは周知の事実である｡ しかしFtl然状態におけるもうーっ重要な

伝播経路は,ヴィ-ルスの発育環における幼若な phaseのものが 卵を通 じて

後代-伝えられることである｡ このことは次の事実に よって証明され る.

臆病の出易い系統の卵につ き,1蛾区の半分を即浸し温度-の変化の激 しいそ

して湿姥の比較的高い室内で催青して掃立たものと,他の半分･を冷浸 または黒

種 として良好な環境で催青し,掃立て飼育 した ものと比較するとき,前者は掃

立 2日目 (酵化10数時間後)において膜病蚕を発生し始め,1-2齢中に全滅

する｡しかるに後者では少数の発病をみるか,または殆んど膿病毒を生ずるこ

となく化桶羽化する｡掃立 2日目にして無数の多角体を血液内に遊離せしめる

ためにはすでに抵子の末期においてヴィ-ルスが増殖生長 し始めた ものであ り

ヴィールスが卵細胞質を通 じて伝達されたことは殆んど疑 う余地がないO幼虫

期や桶期においても環境の如何によ9発病率が異なることはヴィ-ルスが潜伏

または静止の状態に存在 し,これが環境の如何に より活性化して増殖生長を開

始して多角体病を起す ものと見なされる｡ヴィールス糾木内に もちなが ら発病

しなV,ことを不顕性感染 (latentinfection)と呼ばれている｡そして上述のよ

うに病原体が親 より子孫-伝えられ,環境的刺城如何により発病する現象を正

常の細胞質遺伝 と区別して,か 少に擬似細胞質遺伝 (pseudo-cytoplasmicin-

heritance)と名づけたい.シ ョウジョウバエでは炭酸ガス感受性 とい う1形質

が細胞質遺伝することが知 られているが,この形質を支配する細胞質内の増殖

性粒子はヴィールスの共棲ないし寄生によることが殆んど確実 となっている｡

石森(1940),山蕗(1949)らは膿病のEl鱈における発病状態や物珊的,化学的刺

戟により臆病が発生することか ら,ヴィ-ルスが紳 環境により容易に細

胞内に自然発生することを主張してVlる｡ しかし蚕のヴィ-ルスが細胞質を通
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じて伝達 され る可能性がある限 り,いろいろの物理的,化学的処理はこの潜在

ヴィールス (latentvirus,provirus)を活性化し増殖生長せしめる刺戟的役割

を果したとみる方が,少なくとも動植物や細菌を攻撃するヴィ-ルスの自然発

生に関する直接的証明が皆無であるとい う現状においては,より適当な解釈で

あると筆者は考えているO

(B)生細胞内におけるヴィールスの増殖生長について

発病初期血液内に現われるヴィ-ルスは径 10-30mp の粒子であるが,これ

は擢病細胞内で増殖せるヴィ-ルス単位が血液中に遊離せるものであり,他の

器官細胞-の伝染原 となると考えられ るo細胞内に入ったヴィールス単位は増

殖生長 して長 さ400-450m/J,幅 100-150mILの t)ッケチアまたは′トさい双球

菌の如 き形態の生長熊となり,このうちに 1-教本の成熟せる細い俸状ヴィー

ルスを含みさらに内部は多 くのヴィ-ルス単位か ら成るものと思われるO多角

体を構成する蛋白の大部分はヴィ-ルスの増殖生長に伴い -おそらくヴィ-ル

スの働 きに より一生 じた反応I/li産物であり,従っていろいろのヴィールス発育

段階にあるもG'T,が内部に包蔵 されている｡威熟せるヴィールスは,細い棒状を

なさず矧粒状 または太い棒状をなすことがあるo W YcIくOFlll及び SMm i(1951)

も同様のことを見出し,これはおそらく病気の型の違ったものであろうといっ

ている. 生細胞内における泰のヴィールスの増殖生長は複雑なものであ り,

BERGOLD(1950) のい う如 き発育環のようなものが考えられ,このうちのある

幼著な phaseのものが 卵細胞質を通 じて次代-伝えられるものと思われるO

坂 口 文 吾

(VI) 遠心力による家蚕並びにヒマ蚕の実験発生学的研究

(A) 晦 形 の 諌 発

遠心力による鴨形発現機構解明のため実験発生学的及び発生遺伝学的な立場

か ら実験を進めている｡

方法は産卵後 1時間ないし 40時間経過した卵を半径 10cm,4,000r.p.m.

で約 10-15分･聞及び 10,000r.p.m,で約 30-50秒間処=L一打iLた｡

結果は家蚕とヒマ泰とはほぼ同様な傾向を示したので,主として前者の場合

について述べる.
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粧子発育階程の各期に処現した場合の蹄形出現率は 20時間 (肢帯形成期)

区の 28% が最大で,これより前後に至るに従って減少する傾向を示したが,

これ らの死卵の解剖学的観察の結果はその異常程度が初期の区ほどはなはだし

く,なお出現した瞭形の形態は主に環節崎形,器官の欠失,正中線の捻転及び

重複瞭形などであるO

系統的特異性 と瞭形出現歩合 との関係は遺伝的異常系統は正常系統 よりも多

い傾向を示した. さらに崎形出現部動ま腹部第 2-3環節附近及び 同第 6環

節附近に多発の傾向を示し,他の環境的刺戟あるいは遺伝的異常系統に現われ

るものに似ている｡

なお遠心力の方向と崎形々態との間にある関連があるように思われる｡

(li) 処理卵の発生学的観秦

前突験の死卵を解剖し,発生学的な立場か ら親祭した結果の大要は次の如 く

である｡

5時間及び 10時間区において胸肢,大願あるいは触肢などの諸器官が本来

の位置と著るしく異なった個所に生成された ものがあった｡即ち器官予定原基

が遠心力のために変動し, この異常状態において分･化が進行したものと解 され

ら. しかしてこの現象はとくにヒマ蚕に滞るしい傾向を示した｡

また 5時間区において精孔と反対側に卵の短径に平行な倭小陪子の生成さ

れたものや,1器官例えば 2枚の大願の鋸歯部が正中線の外方に向い,その

反対側がL･剖斬 ij-個所で献合して正常とは正反対の方向に生成された ものがあ

った｡前者は体全体の,後者は 1器官の軸性が変更したものと思われる｡

1時間あるいは 5時間区に不完全な縦裂腫 らしいものを,また 1器官にお

ける重役崎形などをえた｡即ち発生のごく初期の卵細胞質は不完全ながら旺千

形成に対する調整能力をもつことが窺知されるが,概してヒマ蚕においてこの

傾向が着るしいようである.

1時間区におVlて,ある外腔葉起頃の 1器官例えば 大願,触肢または胸肢

の 1ないし教本のみが他の部分の分化と何等関連がないかの如 くに単独で,殆

んど完全な器官に分化し色素形成期に到達しているものがあったo即ち外旋葉

に由来する各器官の発生分化は各環節単位である程変の独立性を保持している

ように思われ,昆虫の発生過程における連関現象に興味ある資料を提供してい

る.この傾向は家蚕の場合とくに顕著である｡■



6o

D 発 表 文 献

(A) 著 書

遠 藤 徹 1951.ぺ-パー･クロマトグラフ法.(西山市三 :細胞遺伝学研究法 第

5版 :348-360)養賢堂｡

木村 資生 1951.生物統計.(統計学辞典 :539-553)東洋経済新報社｡
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日東遺伝学会,第 23回大会
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日本車糸学会東海支部大会
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V 出 版 及 び 図 書

ゴル トシュミッ7･文庫

R･Got-DSCHMIDT博士は生硬遺伝学をおこした学者で,特に日本の遺伝学界

や遺伝学者には常に好意をもっていられる｡有名なマイマイガの性発現決定に

関する研究のため,1914年に日本に来 られ,東京大学 の 故石川千代稔教授の

研究室で実験された｡再度来朝されたのは 1924-1926年に東京大学講師とし

てで,その教えをうけたわが国生物学者の数は多いoその時に農学部動物学教

室で大規模なマイマイガの研究をほぼ完成されたo当時はベル 1)-/の Kaiser

Wilhelm 研究所の副所長で,1936年に禾国に招かれてカリフォルニア大学教

授となられた｡その後 も研究に専念され新遺伝子説なども提唱され,米国のみ

ならす粒界の遺伝学界に重 きをなしていられる｡

1948年 4月には満 70才を迎えられ,同大学を停年退暇 されるに当 り,か

ねて当遺伝学研究所設立当時広 くその主旨を全世界に公告 し,その援助方を依

樺していたことを知 り,旧友･知己･門下生の多い日本遺伝学界のため,ことに

′ト熊･駒井･田中3大家のおられる当研究所に,その膨大な蔵書の諒波方を喜ん

で申し出された｡これが 1950年 7月で,米国にもきれな立派な文侍が新設

の当研究所に所蔵 されることになった所以で,われわれの大いに誇 りとすると

ころである｡ここに同博士の御厚意に深謝するものである｡その蔵書の寄日管は

今後 も続 くはすで,だいたい次の如 くである｡ またこの文庫の価値を認識 され

鉄筋コンク1)一T･建書庫を寄贈された静岡県当局にも感謝するものである｡

到着月日 別刷部数 単 行 本 雑 誌

1951年 2月 2日 50,844 RII.EY:Geneticsand Scienceほか8種
Cytogenetics.ほか 629冊 233冊

1951年 6月20日 1,1C4 STERN:Principlesof 同 上
HumanGenetics.ほか6冊 39冊

1951年10月26日 270 DuNN:Geneticsinthe 同 上
20thCentury.ほか 3冊 29相

計 52,278部 641冊 301冊
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年 報 出 版

書 名 文数 発行部数 配付先

国立遺伝学研究所年報 79 1,000部 内外研究機関各大学
第 1号(昭和 24-25年) 各試験場その他

Natic.natInstituteofGenetics(Japan) 53 1,000" 同上
AnnualReportNo.1(1949-1950)

寄 贈 図 書 及 び 報 告 繋

大学報嘗雑誌 :ScienceRepCrtoftheTokyoBunrikn Daigaku

国立及び国立大学研究所報告 :統計数理研究所輯報

財田研究所報告 :大原農研 農学研究

試験場報告 :畏蚕業試験場報告

雑誌苅 :遺伝学雑誌

国富 :君田俊秀編 固定液染色剤処方集

外 国 か らの寄 贈 図 書

図書 :L一,C.C.AnlntroductiontoPopulationGenetics

雑誌 :Bragantia(Inst.Agr.doEstad()deSadPalll())

報告 :ReportoftheJohnlnn岱 HorticulturaIInstitution

別刷 :Rl10ADES,M.M.MeiosisinMaize

購 入 国 富

和書 :統 計 学 辞 典

他 42種 104部

他 21種 51部

他 4種 11書B

他 14種 38部

他 20種 161部

他 6部

部

部

部

5

3

5

cc

6

種

種

3

2

他

他

他

他 36点

洋婁 :ColdSpringHarborSymposiaonQuantitativeBiologyXIV

他 241点

和雑誌 :農 業 及 園 芸

洋雑罷 :Journalc･fHeredity

他 1(1点

他 15点
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ⅤⅠ 実 験 圃 場

圃 場 面 積 5町 1反歩 (畑 5町歩 水田 1反歩)

圃場別面凍及び載培編物

圃 番 名 面 積 栽培植物

西 一 番 関

西 二 〝

西 三 '/

煎 -- ･･

東 二 〝

東 三 ケ

東 田 〟

東 五 〝

700坪 一一 股 作 物

1,960 I/ /̂

1,960 ケ 〝

700 〝 宿 根 性 植 物

2,700 ,/ 未 耕 地

1,300 ,, 未 耕 地

2,800 q 桑 樹

2,900 ,/ 一 段 作 物

主な研究用我増橿物

小麦,エジp-ブス,大麦,水稲

茄,唐辛子

石竹,撫子 (各種),スイバ,メラyドLlクム,イヌサフラy,大麻

桑

三倍性西瓜,四倍性甜瓜,四倍性大損,甘蕉 (各種)

バンジー,アルファルファ,緑肥作物

煙草 (各種)

朗 唖 書己蕗 抜 琴

東五番圃 (9反歩)の開墾及び整地完了

水田開設をIEl緒的邸の土地の一部において行 う (約 1反歩)

気象観測装密の設置

防風樹,庭園樹の植栽

実験用蔵物の蒐集及び保存 (次項参照)

桜,樺の各種の品種の蒐集 (次項参照)

農場関係建築物について 農夫控室,農具室,堆肥遣場の 1棟 3宝から成る建物が

4月 23日完成
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VII 実験材料の蒐集と保存

ネ ズ ミ

ネズ ミ (ラッ1.)

W :米国 Wistar研究所の系統,毛色はアルビノ,東大農学部家畜解剖学教室一一北

大理学部動物学教室を経て当研究所に移された｡

WX:1948年W 系と山下系を交雑 し,その Flより導かれた｡

C:1949年予防医学研究所から北大理学部動物学教室に移され, さらに blackhoo-

dedの特徴により当研究所で飼育されるに至っている｡

ハツカネズ ミ (マウス)

S:アルビノIマウス (Musmusculus) で 1944年末大農学部より北大理学部動物

学教室に移され,近親交配 20代を継続 Lて 1951年当研究所に移された｡

D:同じくアルビノ Mw musculusで北里研究所- 宇都宮高桑- 東大農学部を

経て 1945年北大理学部動物学教室に移され,さ らに 1951年当研究所に保存さ

れるに至った｡

B72bl∴ 1946年末大農学部より北大理学部に移され,近親交配継続中 blaekの毛

色により分離された｡尾端に小白班を看するが休部には斑紋を現わさない｡

Bspot.:B72bl.と同起原で,休部の班紋特徴により分離された｡

h: 1948年アルビノ M.musculusと野生マウス M.molossinusの交配より導かれ,

1950年前頭部に小白班を看する 98 をえて,これらから頑班を有する Wh ite

belliedagoutiの stockとして飼育を継続 しているo

以上のほか特殊な stockとして,それらの名称のみあげると次の如きものがある｡

f:尾椎骨の異常, Ae:耳窯の異常, Sk:Walt2=ing, E:毛色に園するもの

Ⅴ:移植性塵堤に対する感受性に関するもの, dB,Ci,db, da:毛色に関す

るもの, dba:1951年癌研究所より移された｡

近 く輸入を予定されているマウスの系統

A,C57black, C57leaden, dba, Baggalbino(Balら), RF,AK

以上の如き鷹揚研究に米国で用いられている系統のほか,微生物に対する感受性を異

にした系統の輸入も予定されている｡
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卵
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繭

伊
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伊

細

憲

孟

KH

笹

mS910
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伊
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Iq
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山

ps/pM/+P

fema一esterile

莞 蛸

欧 19異常卵

麦 類

TriticuJIIL,

T.aegiloboidesboeoticum T.aegilopoides(Leningrad)

q (同質四倍体) T.monococcumvulgwe
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T.mo,がOCCumvulgare(early)

T.monococcumflavescens(Himeji)

T.dicoccoidesKotschyanum

T.dicoccoidessLIOntaneOnigrum

T.dicoccumliguliforme

T.dicoccum (Khapli)

T.durumcoeyulescens

T.durLLmReichenbachii

T.wientale

T.♪eysicumfuliginosum

T.Pcrsicumslyamin_gum

T.♪olonicumzJestitum

T.わ･ramidaleyecognitum

T.turgidumnigrobarbatum

T.TimoL)heevi

AegiEot畑 1E,m ･

Aegilo2JS

Ae.umbellulata 1

〝 3

Ae.02Jata 1

〝 2

〝 3

〝 4

Ae.triarislala

〝

〝

〝

〝

〝

ケ

Ae.columnaris

〝

Ae.biuw'alis

〝

〟

Ae.Kotschyi

糾

い

㈲

M

H

M
H

1

2

3

4

5

6

7

1

2

1

2

3

1

〝 2

〝 3

〝 4

T.Combactum (ClubWh eat)

T.comL)actum (44)

T.Macho

T.SbeltaDuhamelianum

T.Sbelta(Kopenhagen)

T.SL'elta(Sahara)

T.sLIhaeyococcumrolundatum

T.vulgarealbidum

T.vulgarealborubrum

T.vulgareerylhrospermum

T.vulgareferrugineum

T.vulgarelutescens

T.vulgare(Hohenheinl)

T.vulgare(Timstein)

AABBDD (合成種)

Ae.vayiabilis

//

〟

Ae.triuncialis

〝

l′

〟

Ae.cylindrica
′/

Ae.caldata

Ae.comosa

Ae.Heldyeichii

Ae.uniaristata
∫/

Ae.sL)eltoides

Ae.Aucheyi

Ae.longlSSima

Ae.bicornis

Ac.shayonewls

Ae.squarrosa
//

1

2

3

1

2

3

5

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

ケ 2(同質四倍体)
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J/ 3

Ae.crassa 1(4x)

〟 2(6∬)

Ae.venlricosa 1

I/ 2

')lritit･ELね

A (RIMPAU) CXA

C (Russian) CXF

F (Svalaf-Ⅰ) SALMON(有だ)

sval6HI SALMON(無だ)

Secale ceretLle

秋播在来種

Pektosa

Podoria

Greenlandoriginal

JlIl!IllIITIIL.ItI･iJtL,.～.tt
AuI.OLJ.lJ,I.a,Wb
A.ciliare

A.elongatum
A.glaucum
A.obtwltiSCulum

JLordeu〟L,

H.agriocrithon

H.gursoneantcm

H.jubatum

H.murinl一m

H.pwLllum

3

4

〝 5

ccCuCu(合成種)

0'MARA

三元 ライ コムギーⅠ

■′ -Il

事体在来種

Gianteteum

SchwedenRc.ggen

A.reL)ens

A.semicostatunl

A.triticeum

A.yezoe,好e

H.spontaneum

H.spontaneumnigrum

y (同質四倍体)

H.tetrastichum

a.hexastichum

栽培大麦 :Brachytic,CoastII,CoastIⅡ,a)lsessI,ColsessV,Minn.9015,Ni-

grinudum,Nudideficiens,TrebiII,TrebiIV,会系 22号,会津 7号,足柄早生,

バープ (2x,4x),ボ- ミヤ 3号,千葉皮 4号,竹林,ゴールデン埼 1号IL2x,4x),

博多 2号(2x,4x),八石, - ルピン二二条 (2x,4x),紬梓 2号 (2x,4x),鎌倉,関

東皮 2号,畿内関取 2号,金∃三,黒麦 14巧号,万力,もち安 (2x,4xl,六角第 1

号,霜国 3号 (2x.4x),新エビス 16号(2x,4xl,新魁,信州,静岡白,水府,谷

風2号,虎ノ尾,早生ゴール L2x,4x),早生美濃｡
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棲

里桜 :紅普賢,柴桜,密金,墨染,白帯,江戸桜,揚貴妃,囲山,白普野,緋桜,砿

月,一事,苔清水,有明,大遵灯,奥都,細川匂,増山,天之川,陵ケ台匂,上旬,

南殿,泰山府君,千里香,日暮,荒川匂,寒桜,普賢枝垂,牡丹桜,手唖,塩釜,熊

谷,高砂,上香,関川,東雲,塩金,御衣黄,大南殿,金剛山,水上,兜桜,糸括,

鹸桝,御革返,大内山｡ 46種｡

彼岸桜 :八重彼岸,一重彼岸｡

大島桜 : 山 桜 :

緋寒桜 : 富士桜 :

椿

八重咲 :小紅英,天之川,月之都,鶴毛衣,紅革,空蝉,岩梶絞,碁石,無鞘絞,蝦夷

錦,初潮山.磐陽袋,鈴鹿ノ関,玉手箱,空中船,紅千鳥,草紙洗,狩衷o 18種｡

牡丹咲 :京牡丹,玉牡丹,熊坂,明石潟,古今欄,淀ノ朝日,碑ノ羽重,鴇白,濯花

絞,獅子頭,神楽獅子,紅膜鱗,雪牡丹,瀕氏亭,眉間尺,光源氏,白牡丹,君ケ代,

乱拍子,星牡丹,白雁,峯ノ雪,花橘,白獅子,昧ノ花形,花車｡ 26種｡

千重咲 :千年菊,鹿児島,自乙女,絞乙女,本所白,蓮見白,紫椿,乙女,紅乙女,染

川,東絞,飛入乙女,阿蘭院紅,星革,墨染,残空o 16種｡

一重咲 :朝鮮椿,自問患,天人桧島,抜筆,歌枕,昧千鳥｡ 6種.

唐子咲 :御所革,膚糸,紅唐子,絞唐子,淡路島,衆芳唐子,京唐子,白唐子,瀕氏唐

子,男竜,紅獅子. 11種｡

早 咲 :紅柁介,秋之山,数寄畳,初嵐,太神楽,能牡丹,荒獅子,白拍子,菊冬至,

白玉,白玉絞,太郎冠者,白露錦,仏蘭西白,白太神楽,横川絞,寒椿0 17種｡

七 木 :緋艶緬,見幣,弟之子,春白野,沖之沢｡ 5種｡

ヨこ 木 :羽衣,唐錦,鈎韓,春之台,後潮山0 5種｡

三 木 :藻汐,和歌ノ浦,日暮0 3種｡

三 妻 :雪見革,月見草｡ 2種｡

菓 替 :盃薬,錦魚椿. 2種｡

班 入 :弁天椿,多福弁天,班入乙女,覆輪一一休,黄覆輪紅唐子｡ 5種｡

新 花 :運上ノ玉,日月,大白玉,光明,足寄黒,寿昭紅,花富貴,四海渡,八重白

瓦 舞麟餅,角宅白玉,大虹,不如帰,玉垂, 昭和ノ菅｡15種｡

計 131 種
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VII庶 務 そ の 他

治 革

国立遺伝学研究所は昭和 24年法律第 146号文部省設置法第13条に基づき設置され,

初代所長とLて北海道大学名誉教授小熊梓が就任 L,それぞれ研究部の陣容をととのえ

つつ遺伝学の基礎的結合研究を促進 し,着々その成果をあげつつある｡以下 その後の沿

革を述べる｡

昭和 25年 2月 1日 日本専売公社からタバコの遺伝育種の基礎的研究の委託を受け

た｡

日本専売公社秦野たばこ試験場三島分室が本研究所内に設置さ

れナ=｡

･ 9月 24 日 全国種発遺伝研究会から鶏の遺伝育種に関する基礎的研究の委

託を受けた｡

I/ 11月 10日 財団法人遺伝学研究所を財｢‥召法人遺伝学普及会と改称 L,事務

所を本研究所内に置いた｡

昭和26年 1月 15日 研究試験地並びに職員宿舎用敷地として二島市錦田農業協同組

合所有地 (三島市谷田城の内)4,418坪 06ち_･貸借契約 Lた.

I/ 3月 20日 研究所敷地 24,524坪 98を文部省から所管替えした｡

" 3月 21 日 富士産業株式会社から貸借中の研究所本願建物中,延764坪 32

及び附属建物 182坪を買収 した｡

I, 4月 1 日 文部省令第 7号 文部省職員定数規程に より定員 33名が 38

名に改められ,人事院指令9-55により級別定数が改訂された｡

I/ '/ 日本遺伝学会の事務所を東京大学より本研究所内に移 しJ二｡

I/ 5月 31日 京都分室を姥止した｡

I/ 10月 31 日 九州分室を搾止LjC｡

I/ 12月 22日 富士産業株式会社から貸借中 の本舗建物残部延 401坪 34を

員収 した｡

組 織 及 び 機 構

地 鳥 名 簿
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研 究 員

官 職l職 名
文部教官

/′

0

〝

l/

Jl

〝

II

I/

ク

か

〝

ケ

雇

ケ

研究第 1部長 室 長

研究第2部長 室 長

研究第 3部長 室 長

研究第 1部副部長室長

研究第 2書帽り部長室長

研究第3部副部長室長

室 長

室 長

研 員

真肋

究

〝

〝

γ
〝

ケ

ケ

〝

補

〟

ケ

究

氏 名l学 位】発 令年 月 日

田 中 義 贋
小 熊 揮
駒 井 .早

投 村 清 二
竹 中 要

酒 井 寛 一

辻 田 光 雄

古 里 和 夫

伊

木

後

宮

坂

遠

土

朝

露

藤

村

藤

沢

口

藤

川

臼

井

郎

生

治

明

吾

徹

清

三

大

安

寛

文

誠

頂蔓雷圭
農学博士

理学博士

農学博士

理学博士

農学博士

農学博士

昭 24.12.31

昭 24. 8.10

昭 24.12.31

昭 24.12.8

昭 24.10.22

昭 24.12.7

昭 25.2.28

昭 25.1.31

昭 24. 9.30

昭 24.ll.30

昭 25.1.31

昭 24.10.5

昭 25.4.15

昭 25.4.30

昭 26.7.1

昭 26.7.1

昭 24.9.30

昭 24.10.31

兼職者及び客員

文部教官 京 都 大 学 教 授

東 京 大 学 教 授

北海道 大 学教 授

京都大学名誉教授

事 務 職 員

官 職 ~l~~職

文 部 致 官

文部事務官
p/

〝〝

〟

I/

lI

所

部

課

課

係

康

係

係

務

務

計

務

鵬

理

定

庶

庶

会

庶

頒

経

用

木 原 均

篠 遠 喜 入

牧 野 佐 二 郎

桑 田 義 備

長

長

長

長

長

齢

長

長

理学停士

理学博士理学博士理学博士

昭 242 1

昭 24.12

昭 26. 6

昭 25. 8

職

員

兼
″

″

客

Zcy3
23
1

雄

名 l 発 令 年 月 日

揮

平

義

夫

窮

窮

子

三

盛

純

正

倍

倍

浩

淳

i)i]'.
貫

本

生

沢

尻

原

野

脇

小

域

杉

宮

放

校

中

門

昭 24. 8.10

昭 24.6.1

昭 24.ll.15

昭 24.6.23

昭 24.9.30

昭 26.4.1

昭 24. 10.31

昭 24.8.3
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研 究 員 !今 井 英 夫 昭 24.12.15

〝 ㌔加 地 早 苗 昭 24.12.15

評 誘 員 会

I

農

京

古

京

菜

名

東

大

壷

工

学

大

大

教

学

数

学 岡

茅

秋

内

授

裁

授

田

昭 25.4.30

昭 26.2.28

昭 26.3.31

要 , 昭 26.6 . 1

誠 司 r 昭 24.6 . 1

l

東 京 大 ,,学 教 授 !f*t 歪 霊 芸 8 56:46 :1;

l

J~ 二 ~ ∴ ‥_ ∴

清 . 昭 24.6. 1

1

塁耕碧 管 %.1'/行蛋死霊 t盛 永 俊 太 叫 昭 24･6 ･ 1

茨 城 大 学 教 授 輔

j

禰

T

‖山

.

土地及び建物

土 地 総 坪 数 24,524.98 坪

建 物 総 坪 数 (延) 1,612.51

内訳 本 館 (延) 1,169.91

蛮 造 岩 墓 墨 i lO6･00

宿 舎 258.25

そ の 他 74.75

昭 24.6 . 1
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糧 構 図

‥･ '〝,)部ー

所 長 】--
形質遺伝学

-!研 究 第 2甲 ｣

厚 生 課

I1二車亘車重
! f-tl･｡二だi二':

古 里 研 究 ′･､･ -

- j･..;:.I:.早

Ll 前 車車 重]

L一十車重示亮壷.･
-1一滴井研究室

生理退伝学 し- 辻 円研究 室

研 究 第 4部

研 究 第 5部

研 究 第 6部

研 究 第 7部

研究 第 8部

研 究 第 9部

研 究 第 10部

図 讃 飴 事 務 室

点線の印は拡充予定の部局を示す｡
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行 事 及 び 人 事 往 来

行 事 (昭和 26年)

1月 27日 第 3回三島遺伝談話会

2月 24 日 第 4回三島遺伝談話会

3月 3日 財団法人遺伝学普及会理事会

3月 4日 日本遺伝学会役員会,日本学術会誘遺伝学及び育種学合同研究連絡委

員会

4月 11日 H.J.MULLER博士の講演及び討論会 (79文零照).日本学術会誘遺

伝学及び育種学合同研究連絡小委員会,第 5回三島遺伝談話会,静岡

育種談話会

5月 11日 第 6回三島遺伝談話会

5月 14 日 第 5回本研究所評議員会

5月 26 日 若等会レクリエーション (山中湖)

6月14,15日 文部省所轄研究所庶務部長連絡協哉会

6月 15 日 第 7回三島遺伝談話会

7月 31日 C.HALDE女史の寄生菌にi:る皮膚病についての講演会

10月27,28日 岩=毒会レクリエーション(伊豆半島一周)

11月 18 日 第 8回三島遺伝談話会

12月 19 日 タバコ品種改良の基礎研究についての中間発表会

12月 22日 第 9回三島遺伝談話会

見学及び参観者

1月 14日 静岡県湊原郡吉田農業協同組合員 (12名)

1月 15 日 富士都原田中学校生徒 し25名)

2月 2 円 腹立中豆農業高等学校生徒 (20名)

2月 16 日 沼津精華高等学校生徒 (49名)

3月 27日 三島第二中学校生徒 (8名)

4月 2 日 東京大学医学部学生 (4名)

4月 3日 北海道大学理学部学生 (4名)

4月 13日 北海道大学農学部学生 (3名)

5月 9日 東北大学農学研究所員 (3名)

7月 20日 沼津城内文化服装学院生徒及び三島秋山文化服装学院生徒(loo宅)

8月 8日 三島市錦田地区婦人会 (70名)
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8月,コ4 日 三島市塚原地区農業代表者 (20名)

8月ト24日 三島市北小学校母の会 (80名),富士岡地区4H クラブ会員 (15名)

9月 コ R 田方郡韮山婦人会 (100名)

9月 6日 変知学芸大学学生 (3名)

9月 11 日 田方都東部同志会支部員 (20名)

9月 15日 活津農業高等学校生徒 (40名)

9月 17日 三島市二日町婦人会 (70名)

9月 20 日 三島市坂婦人会 (30名)

9月 22 日 採集と飼育会員 (長野県)(3名)

10月 3 日 肢阜県多治見高等学校生徒 (lo宅)

10月 20 日 愛知県生物研究会員 (6名)

10月 21Fヨ 田方地区教育研究会農業部会員 (20名)

10月 ご0 日 東京大学農学部育種学研究室学生 (7名),静岡県勝連組合員 (4名)

11 月 5 日 小田原高等学校生徒 (12名)

11月 20日 日本大学医学部学生 (5名)

12月 1日 東京農業大学学生 (25名)

12月 8 日 静岡県東部高校生物研究会員 (30名)

12月 24 日 小田原城東高校生物クラブ会員 (40名)

来 訪 者

4月 7 日 カンサス州立大学教授 E.G.HEYNE博士

4月 11日 イyティアナ大学教授H.J.MuLT-ER 博士

7月 31日 CarlynHALDE 女史(薗芙頁及びそれによる皮膚病の研究家)

その他月平均 25名位

栄 啓

10月 11 日 稔村清二｢五倍性小麦の研究｣に対 L日本遺伝学会より遺伝学箕を受

ける｡

12月 26 日 駒井早 AmericanSccietycfHuman Geneticsの corresponding

memberに推挙せられる｡

M UII.ER 博 士 来 訪

現代遺伝学Z)第一人者であ9,ノーベル賞受領者のインディアナ大学教授 H･

J.M ULLER 博士は,インドにおいて催された 文化自由会議に出席の後,4月



8日午後羽田着｡同 15日夕同空港机 tI.発帰国するまでの忙しい日程の中の 1

日を:割いて,11日わが研究所に来訪した｡前日は箱根宮の下に一朝 ,当日胡

10時研究所着,甫ちに会議岩で山下孝介･牧野佐二郎･安澄篠八郎･古畑経基諸

博士の研究報告を開いた.昼食後 ｢最近における遺伝学の動向｣と題する講演

を行なった後,各研究菜を廻 り,室長や研究者から,各々の研究について説明

を開き,種々矧 和した i)意見を述べた りしJ'ie,そして記念撮影などして夕方 ま

でいた後,′ト熊所長･lEI申･駒井･木原･篠遠各所員と共に熱海に赴き夕食 (写兵

はそのときの記念撮影),同夜遅 く夜行列車で広島に出発した｡

当日当研究所には博士を迎えるため,外部よりの来訪者多 く,稲田大学学術

局長 もその中にあった,また広島 の原爆傷革調査所の W.J.ScHULL 博士 も

MuILER 博士に東京から同行した｡なお駒井･木涼両所員は M.博士とともに

広島に赴 き,その後京都にも立寄 リ,4月 15日羽田に同博士を見送ったO
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附 錬

A 日本専責公武秦野たば こ試験場三島分室

国立遺伝学研究所はタバコ品種改良の基礎研究を日本専売公社か ら委託 され

ている.これに伴い,日本専売公社は昭和 25年 2月に秦野 たばこ試験場三

島分室 (たばこ研究者)を本研究所内に設置し,タバコの肥培管理･収穫･乾燥

･鑑定などをir]_当せしめ研究遂行上に援助をあたえている｡

た ば こ 研 究 皇 一 覧

分 室 主 任 田中正雄

室 員 今井最二 川口富毒矢 転部富雄 伊藤美佐子

外 人 研 究 員 F.A.LII.TENFELD

垂 託 研 究 内 容

課 旗 タバコ品種改良の基礎研究

研 究 担 当 者 木 原 均

研究分担項目及び研究室

1) 優良形質の本質に関する研究

2) タバコ品種の生理生態に園する研究

3) タバコの種間交雑に関する研究

たばこ研究室,酒井研究室

たばこ研究室

竹中研究室

4) 人為突然変異種の育成に関する研究 鮫村研究室,首里研究室

5) グァィラスと遺伝に関する研究 辻 田研究室

研 究 業 績

田 中 正 雄 ･伊 藤 美 佐 子

(Ⅰ) タバコの腺毛とその分泌物について

タバコの香味と密接な関係があると考えられてい る樹脂及びそれを分泌する

脱毛につき,形態学的泣びに生理学的調査を行った｡タバコの脱毛は,通常 2

種に区別することができる｡一つは1ないし数個の長い細胞が舵に並んでで き

た柄 と単細胞または数個の細胞が紡錘状に集合した頭部とからなるもの(長毛),

他は短かVl単細胞の柄 と数個の細胞が球状に集合 した頭部とか らなるもの (短
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毛)である｡BrightYellow では長毛の分泌物は粘着性に富み,スーダン ⅠⅠⅠ

で樺色に染まるが短毛の分泌物は粘着性を欠き,酪酸銅で淡青色に染まるO長

毛と短毛の割合は 5.5-7:1で分泌物の畳も前者の方がはるかに多い｡

樹脂は濃緑色の葉,あるいは1枚の葉でも濃緑色の部分からは殆んど分泌さ

れないOタバコが成熟期に入 り,糞が槌色し始めてから樹脂の大部分が分泌さ

れるoこのことはタバコに多量の窒素肥料をあたえ,あるいは硫安などの如 き

葉を濃色ならしめる肥料を窒素漁として施与した場合,樹脂が著るしく減少す

るという従来の試験成績 とよく符合するものである｡

タバコ属の 17種につ き脱毛の形態及び分泌物の性状を調査したところ,種

によって着るLV,特徴のあることがわかったo即ち,N.glaucaは全然腺毛を

欠 き,N.paniculaiaは極めて長 く,撃曲し,先端に脱を有しな小長毛のみを

具えていること,N.iomentosa,N.oioPhwa,N.setcheliiの長毛は半数ある

いは半数以上が叉状に分岐していること,及び全脱毛数に対する短毛の歩合は

大多数の種では 1/4以下であるが,N.tc.mentosiformis及び N.suaueolens

では 1/2近 くが短毛であることなどが明かにされたD また分泌物の染色反応

は大多数の種では BrightYellowと同様であるが,N.tomenioSiformis及び

N.Gosseiでは短毛の分･泌物 も紅色に染 まることがわかったO

田 中 正 雄

(ⅠⅠ) 癒傷速度の品種間差異と立枯病抵抗性

普通モザイク病,立柚病,疫病,黒色根腐病,線虫病などに対する抵抗性品

種を含む 28品稜につき,アルコ-ル浸潤法に よって葉の癒傷速度を比較し

たo各品稜とも問中葉を供試し,大部分の品種が土葉成熟期に連したとき,同時

に調査を行ったOその結果,立枯病抵抗性品種はすべて癒傷が早いにかかわら

チ,他の病害に対する抵抗性品種は一般に遅いということが確認された｡立枯

病抵抗性品種,oxford26,DixieBright27,同101及 び102の4品種に Bri-

ghtYellowを加えた 5品種につき,秦野たばこ試験場磐田試験地の汚染土壌

における立枯病発生率と三島,野田及び岡山において調査された各品種の癒傷

速度との関連性を調査 したoその結果,相関係数 (r)はそれぞれ -0.897(t-

3･514>t.0.05),-0.874(i-3.177≒t.0.05),-0.994(i-15.724>t.0.001)
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で両者間に完全に近い関連のあることが明かにされた.征って立枯病の発生し

ない場合においても癒傷速度の品桂間あるいは個体間の差異を調査することに

より,立枯病抵抗性品種あるいは個体の選抜を実施することができる.

田中正雄･今井成二･川口信次･綾部富雄

(ⅠⅠⅠ) タバコの形質発現の地方的差異

BrightYellow,黄色種系水戸 1号,同 3号,遠州及び阿波の 5品種を水

戸,三島,磐田及び岡山の 4箇所 に栽増し,耕作期節,生育状況,≡菓タバコ

の晶質,収量などを比較した｡ タバコの耕作法のうち,移植時期のみは各地に

おける慣行適期とし,その他は全部一定にした｡ また生産葉 タバコは各品種と

も火力乾燥に附した｡試作地の気象条件の問には大きな相違があり,水戸から

三島,磐田を寝て岡山に至るに従い降水量が減 じ,R.T駅が増加する｡従って産

地間に形質の差が認められる坂合はその原因をこれら要素の不同によるものと

みることができよう｡

水戸では BrightYellow,在来種,あるV,は両者の交雑によってえられた育

成稜もタバコの形態あるいは乾糞の品質において大差がみられなかったo水戸

のタバコを基準にすると産地が南に移るに従って各品種とも幹丈が低 く,節間

距離が短縮し,斐型が長 くなり,弾力,厚さが増し,樹脂量が増加せんとする

傾向がある｡この傾向は BrightYellow にことに顕著にみられた｡ また水戸

では在来種糞タバコのみ色沢が不鮮明であったが,その他の地方では育成種の

色沢 も不良となる傾向が認められた｡ 在来種のもつ 黄変困難の形質,Bright

Yellow のもつ寡雨,参照の気象条件においてよく肉がつき,多量の樹脂を分

泌する形質は北方産地では充分発揮 されない｡

要するにタバコの形質には多雨,寡照の環境条件で も比較的よく発現するも

の (乾葉の鮮麗な色沢など),暴雨,参照の条件においてよく発現するもの (薬

の厚さ,樹脂量など)など,稜々の種類があるらしいo これが原因となって遺

伝的構成が品種によって異なる場合は,水戸から岡山に産地が移るに筏い,形

質の発現性が大となることによって品種間差異が明瞭となる傾向を生ずる｡

田 中 正 雄
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(ⅠⅤ) タバコ品種の適舟性について

BrightYellow 及び新輸入の 9品椀を材料とし,それぞれの 品種が如何な

る土質,あるいは気象条件に適するかを調奄したo調査の1方法として気象条

件を寡雨と多雨,土質を重粕と軽髪に二大別し,似通った条件下において収穫

された葉 タバコの収納成績を統計学的に検討したo もし,ある品種の収納成績

の平均値た気象,あるいは土質の榊遠にもとづ く有意な差が認められる場合は

その差異は晶稜の適応性に起因すると見なすことができよう｡調査の結果,多

くの品種では特定の土質あるいは気象条件において収納成環が明かに良好ある

いは不良になるという事実が確かめられた｡例えば HarriSonSpecialは軽い

土質に,401は多雨の地方に,VirginiaGoldと Yellow Specialは重い土質

と多雨の地方に,Yellow SpecialAは軽い土質と寡雨の地方に栽増された場

合に良好な成績がえられる｡また BrightYellow では有意差は認められなか

ったが,日照の多い方が成積のよくなる傾向があるo次に収納成績に及ぼす気

負,土質の影響を通覧すると,前者は斐タバコの収量のみならず品質にも大 き

な影響を与えるが後者は主として品質に影響を与えることがわかった｡最後に

軽い土質に適する品種は一般に葉や根の細胞間隙率が′トさく,重い土質に通す

る晶稜は大 きい傾向のあることを附加えておく.

酒井寛一･後藤寛治･井山審也

(Ⅴ) タバコ葉の中骨歩合に関する研究

タバコ葉の中骨の全英重に対する割合は実用的に極めて重要であると同時に

遺伝学的に も興味深いものがあるo酒井研究宝ではこの複合形質の遺伝子分析

を志したが,まず初めに中骨歩合の品楼閣差異及びそれと糞面積及び菓型との

関係を調査したo

Nl'cdianalabacumの 24品種及び F1 3種につき,各 5個体の無作為標

本をと9,各個体の第 3- 第 6言葉の 4枚を供試した.第 3,4糞及び第 5,

6糞のなかか ら各 1枚ずつをとり生薬調査 (中骨長,葉の最大幅,全重,中骨

塞)を行い,またこれら 2枚を加えた 4枚につき乾菓調査 (全重,中骨重)

を行った｡
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各種調査結果の分散分析の結果は毒矢の通 りであった｡ただし菜の大 きさとは

中骨長 ×葉幅,- とは 濃 をいうO

中骨歩合の分散

生 襲 r乾 菜
要 因 ;自由度 要 因 .自由匿

分 散

贋 の大 きさ E 葬 型

品種間 F 26 '85.79榊 :78.13半半 品種間 26 ･778 356.68柵

約 1%水準にて有意.

実用的には乾菜の中骨歩合が問題であるから,これと各形質との相関々係を

しらべたところ,次のような結果をえた｡

生宅の中骨歩合

宅 の 大 き さ

宅 塾

乾 葵 の 中 骨 歩 合

+0.913柵

+0.282半 第

-0.455鵜

串5%水準にて有意,柑 1%水準にて有意.

即ち乾葉の中骨歩合は生薬のそれと,統計学的に極めて有意で,ほぼ完全に

近い相関があったoこの知見は今後の研究上極めて有益である｡

これらの品種のうち,中骨歩合につき極端に異なるものの間に交配を行い,

すでにえた Flには自殖採榎及び戻交配を行った｡これらは近い将来に遺伝子

分析に供試する予定である｡

竹 中 要

(VI) タバコ属の細維遺伝学的研究 ⅠⅠ

(A) タバコ属 目種の染色体数

材料中 Nicotianahmgifklra,N.paniculaia,N.tomentosiformis,N.

trigonophylla,N.undulata,N.suaveolens,N.Gossei,N.rotundifoliaは

米国 CLAUSEN博士よりN･nudicaulisは鹿児島たばこ試験場 よ9送付を受け

た｡N.alaiaは 2,30年前外国か らもたらされ, その後静岡県田方郡西浦村

久連興農学園農場に野生化していたものである｡ まJ'il:N.rusiicaは古く輸入

され専売公社の試験場に栽培されているものである.以上の植物の花粉母細胞

減数分裂を研究し,その染色体の行動とゲミニの数とを観察した｡
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それぞれの二価染色体の数は,N.alata91Ⅰ,N.longiJ'hwaloll,N.pani-

culata12ⅠⅠ,N.tomeniosiformis12ⅠⅠ,N.trigonophylla12II,N.undulaia

12ⅠⅠ,N.nudicaulis24ⅠⅠ,N.rusiica24ⅠⅠ,N.suaueolensl6ⅠⅠ,N.Gossei

18ⅠⅠ,N.rotundifolia22ⅠⅠであった.

N.alata,N.paniculata,N.tomeniosiformis,N.trigonophylla,N.un-

dulaia,N.nudicaulisの染 色体 数 は GooDSPEED の,N.わngifloraは

RESENDE の,N.rusticaは TERNOVSKYの,N.suaueolens,N.Gossei,N.

roiundifoliaは W HEELER の研究と一致することを確めた｡ただN.nudicau-

lisが第-分裂中期 において示す 24ゲミニは勘定しに くく,ときに四価染色

体を思わせるものがあった｡そのほかはすべて規則正しtJ,核分裂を行ったO

(B)N.gl,tE･tinoLqaXN.Lq.tJIve.qtr由

1950年 N.glutinosaの 266筒の花に N.sylvesirisの花粉をかけ 34筒

の弗果をえた｡逆交配 N.syluestrisxN.glutinosaを 418筒の花について行

ったが,1筒の弗巣もえられなかったo

N.glulinosaxN.sylvesirisの種子は殆んどしいなであったが,仝統子を播

いて 22箇体の Flをえた｡そのちち 20株は外形が完全な N･gluiinosaで

あり,結実 も N.glutinosaと同様であった. 1株は N･syluestrisと完全に

同様の形であり,結実 も正常であった｡残 りの 1株は非常に環′トであ り,an-

drogenesisによる半数体の N.syluestrisではないかと思われたが,葉形から

すると多少 N.glutinosaの血を統いているように観察された.開花すること

なく枯死したので詳しい追究はできなかったが,根端にて染色体数 24を数え

たから,少なくとも根は N.sylvesirisの半数体ではなかった｡

上記のようにこの交配において N.gluiinosaが多数生じたことは,N.glu-

iinosaゲノムが sylvestrisゲノムと親和性が極度に低 く,glutinosaの旺嚢が

単に sylvesiris花粉の刺戟だけで単為生殖をなし,かつ glutinosaゲノムの倍

加が起って発育したものと考えられる｡逆に1本の明かな sylvesiris個体を生

じたことは,androgenesisによりsylvesiris花粉の雄核が glutinosaの旺嚢

中で単独に発育し,かつ Sylvestrisゲノムの倍加が起ったものと考えられる｡

もちろんこれらの倍加につtJlては単なる倍加のほかに,前者では助細胞と卵核

との融合 も考えられるし,後者では 2雄核の観合 も考えられる｡
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(C) N.ylaLLL･(8X N.plluJbb(I/Ui,LifLllkt

1950年に N.glaucaxN.plumbaginifoliaの交配を多数の花について行っ

て,6筒の弗をえた.1951年にそれを播種して多数の Fl植物をえた0 本植

物は種々の形質を玲合すると両親の中間型であったが,葉の形態と分岐 とは一

般に Plumbaginijbliaに近 く,草丈は glaucaに近 く,花の大小さは中間で,

花色は初めは淡黄色で glauca(苛)に近いが, 後には白色とな り1,lumbagi-

nifolia(自)型となるO葉,花及び枝分れ の数は非常に多 く,生育はすこぶる

旺盛で,かつ開花期が着るしく長 く,見事なる雑種強勢を示 した｡花 タバコと

して有望である｡

染色体数は glaucaより 12笛,Plumbaginifoliaよ910箇伝えられてお

り,2n-22である｡縁の遠い植物問の雑櫨に 通例である通 り,花粉母細胞の

減数分裂は 井J糾こ不規則で,/iA'',-一分裂中期には 多数の一価染色体の間に 1-

4笛の二価染色体がみられた｡ しかしこの対合は緊'･Atでないか ら,おそらく相

同染色体ではなく部分刷同のものであろうO第一分裂にしばしば染色体橋をつ

くるが,ときにそれが第二分･裂-持ちこされるものがあった｡ もちろん第二分

裂単独にもしばしば染色体橋をつ くる｡第二核分裂は大多数のものでは行なわ

れるが,少数のものでは省略される.TT_Ll分子期には1母細胞に4胞子のほか 1

胞子,2胞子,3胞子のもの もみられるし,多数の微細胞子をも含んでいる｡

生殖母細胞減数分裂が非常に不規則なため種子はつ くらない｡従って染色体の

倍加によ9複二倍体をつ くらねば本植物は 1代限 りである.
!.!.

竹 中 要 ･A.F.LILIENFELD

(ⅤH) タバコ属の細胞遺伝学的研究 HI

N.tll/blt/(･Jt,JJL･×N.tJ.IJIvL,/t<tJ･J'LT<

1950年に N-tabacumの 2晶析 BrightYellow と大達磨 とに N.sylves-

trisを交配して,1951年にそれ らの粒子を蒔いたOえられた Flは外形及び大

小さについて親のタバコと殆んど差がなかったo Lかし開花は両方とも親の

タバコよ9も約 10日早 くなった｡ この意味において,早生を必要 とする場合

には適当なるタバコ品種を選び N.syluestrisと交配することによ9,求める

ものがえられる可能性がある｡
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BrightYellowxN.sylvesirisの Flの花粉母細胞の研究を行ったO予期の

如 くタバコを構成している2ゲノム中 tomentosa系の染色体は,第-分裂中

期において,主として一価染色体として行動する｡ 最 も多 くみられる核枚は

31ⅠⅠ+9ⅠⅠⅠ+9Ⅰであった.即ち tomentosa系ゲノムのなかには sylvesirisゲノ

ムの染色体 と相同または部分相同の ものが,少なくとも 3個あることを意味

する｡第-中期以後 の分裂 も不規則であるが,若干の稜子をつけた｡ この種

子は大多数は2笛の syh)esirisゲノムと若二r-の tOmeniosa 系染色体を持つと

考えられる.従ってこれ らを栽培することによ9,sylveslris染色体を主とし

て,幾つかの iomentosa系染色体 あるいはその 部分をもつ植物を期待するこ

とができる｡

古 里 和 夫

(VilI) 各種 タバコの倍数体育成

トルコ種(Xanthi),輩色種(BrightYellow),Bur1ey種(Judy'spride)及び

Nicotianaalataの倍数体を育成する目的で,稜々のコルヒチン倍加法を用い

た.種子浸損法は種子が′トさいため取扱いが不便であった.発芽後浸漬法は取

扱いが優で,育苗 も容易であり,24時間処理が最 も多数のFLl倍体をうることが

で きた｡ この方法はシャーレに播捜し,発芽後 1cm 位の大 きさになったとき

に,0.1% 水溶卿 こ浸漬し後に水洗 して移植育苗するものである｡

倍数体は喪が厚 く,樹脂指数が高 くなる傾向がある. トルコ種についての 2,

3の形質の比較は次の如 くである｡

区 分 i乾燥-(ん)t生宅 L _m I亘骨歩嘉(篭 F樹脂指数読 '

2∬

4∬

4x+n

8∬ ?

壬12:… t 22::04 11…:≡

23.6 17.5

23.0 ･16.7

18.8

23.0

18.8

20.8

新 しく育成した四倍体の実用的価値についての特性調査は統行中で,これ ら

四倍体は各種二倍体 との交雑による,三倍体育成の片親に用いるはずである｡

砕 柑 清 二 ･藤 井 太 郎
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(ⅠⅩ) Ⅹ線照射によるタバコの央然変異

タバコの BrightYellow 品種の休眠種子に第一には 90KVP,3mA,滅過

枚なし,距離 15cm,216r/min の Ⅹ線を 10,20,･-.･･-60分.q(1.射した｡線量

は 2,160-12,960rとなるoその発芽は大差なく,成熟個体にも着るしい変

異はみられなかった.第二に 180KVP,3mA,i慮過枚なし,距離 11.2cm,480

r/minの Ⅹ 線を 5,000-50,000r照射 し た｡ 発芽歩合は 30,000rまでは

75･8-81･4%で無処理の 82.4% と大差なく,50,000γで はやや低 く 65.6%

である｡20,000r以上では線量が増すに従い,発芽が遅れ 生育 も悪 く不揃い

である｡成熟個体 (Ⅹ1)では 15,000r及びそれ以上のJKそ射に葉が細 く縮れた

ものや白色斑を有するものが出現し,開花後落蒲するものが多い｡50,000Yで

は約 40%がかかる異常を示した｡成熟分裂の染色体を観察したとこら,1ⅠⅤ+

221Ⅰや 24ⅠⅠ+f(断片)などの異常があった｡実験数が少なく線量と染色体異常

率との関係は明かでない0

第-実験の処理植物の自殖により次代 (x 2) を 44系統栽培した.このうち

15系統に異常がみられた｡線量と変異率との関係は明瞭でないが,変異体とし

ては大連磨類似ZP.,宜態早生,早期発雷,壕性,晩生,紬稲葉,班葉などがあ

る｡これらの遺伝子分析は続行中で, このうちには育種学的に意義のあるもの

もある｡

B 財団法人遺伝学普及会

渚 革

遺伝学の急速な進歩を助長するため,日本遺伝学会は1大国立遺伝学研究所

の設立の緊急なことを決議 して,関係各方面に折衝を開始したが,機いまだ熱

せず,種々の困難に遭遇したので,-まず財団法人遺伝学研究所を設立 し,過

伝学者相互の研究連絡,協力研究,研究促進に努めることとし,官界,財界,

学界の有志の援助の下に昭和 22年 5月 23日文部大臣の許可をえて,上記の

財団法人遺伝学研究所の設立をみた｡
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その後昭和 24年 6月 1日国立遺伝学研究所が設立 されたので研究部門を

閉 じ,名称 も財団法人遺伝学普及会 と改め,もっぱ ら遺伝学普及事業を行 うこ

ととなったO以下財団法人遺伝学研究所設立当初か らの主な沿革を列記するO

昭和 22年 5月 23 日 文部省勉科 90号をもって文部大臣から許可された｡

5月 23 日 理事会役員が選任された｡

理事 増井活,小熊梓,木原均,田中義闇,古畑種基,篠

遠善人,野口爾害,盛永俊太郎,駒罪卓,山口爾締

理事長には増井活が就任 Lた｡

研究所長には理事小熊稗が就任 した｡

5月 30日

昭和 23年 12月 7 日

昭和 24年 6月 1 日

昭和 25年 11月 10日

昭和 26年 2月 28 日

3月 3口

4 月 1 日

事務所を東京都文京区向ヶ丘朝生町東京大学農学部畜産学

科増井研究室に置いた.

事務所を東京都渋谷区南平台町 49に移した｡

国立遺伝学研究所が設立されたので研究部門を閉じた｡

寄附行為を一 増6変更L,名称を財団法人遺伝学普及会と改

称 した.事務所を静岡県三島市谷田 1,111番地に移 Lた.

理事会役員を改選 した(後述役員の項参照)0

理事会において理事小熊揮 (田立遺伝学研究所長) が会長

に就任 Lた｡

雑記｢遺伝｣の編集を日本遺伝学会から引継いだO

役員及び触鼻

理 事 小熊 梓,木原 均,駒井 卓,篠遠喜入,竹中 要,槙村清二

監 事 田中義贋,山口爾輔,和田文書

会 長 小熊 梓

常務理事 竹中 要,枚村活ニー.

評 誘 員 小熊 梓,田中義贋,駒井 串,山口爾輔,岡田 要,木原 均,和

lf]文書,中西勝治,昆村 環,竹中 要,森脇大jrL郎,富山平八郎

顧 問 赦村真一･郡,増井 粥

幹 事 塚本盛平,宮沢正夫,杉生純義

事業部委員 中路正義,平壌直秀,西山市三,湯浅 明,牧野佐二郎,山下老

介,安澄権八郎,於本質三,酒井寛一-,辻田光雄,山崎義人,多足

尾四郎,近藤恭司,久保田くら,古里和夫,近藤典生,佐藤辰水



昭和 26年度事業計画

1) プレパラート作成及び配布

2) チャート作成及び配布

3) 雑種毎子の育成及び配布

4) 標品,模型の作成及び評布

5) 遺伝に関する写真集の編纂配布

i

I

1
1
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61 パンフレットの作成及び配布

7) 講習会及び講演会の開催

8) ランタン･スライドの作成及び配布

9) 雑誌の編集

10) P.T.C.その他遺伝研究調査紙の作成

及び配付

C 敢団法人全国種鶏遺伝研究会

(1) 渚 革

わが国の鶏種改良は近年長足の進歩を遂げたが,まだ鶏の生産能力に関係す

る諸形質を遺伝学的に分析究明 して,科学的に高能力鶏を作出しうる段階には

達 していない.

鶏の生産能力を支配する諸国子の基礎的研究を行い,計画的に高能力鶏を作

出する方式を見出すことは,実際問題として早急に着手 されなければならない

研究課題であるが,これがためには遺伝学及び育種学の専門的な知識が必要で

ある｡たまたま国立遺伝学研究所で応用遺伝学の研究材料に鶏を使用する計画

があるが,今直ちにこれに着手 しうる予算的措置が整っていないとい うところ

から,取 9あえず全国養鶏界の有志が村寄って全国擾鶏遺伝研Jj=jt会を作 り,そ

の研究を全面的に国立遺伝学研究所に委託 した｡

(2) 組 織

a.会員

正会員 271名,唯会員及び賛助会員 30名｡外に特別会員(学識経

験者)50名｡

b. 役員

理事 20名(内会長 1名,副会長 2名,常務理事 1名),監事 2名

(現在常任者)会長 ′ト熊 揮, 常務理事 中村 竹

研究指導担当者 田中義麿 (種難遺伝研究所長)

(3) 研究準備

会員提供にかかる SingleCombWhiteLeghorn7系統及び BarredPly-
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mouthRock3系統の種鶏を基礎とし,その雌雄を計画的に逐次交配して外

貌及び能力の遺伝を研究し,同時に産卵能力に関与する諸因子の同定あるいは

交雑による高能力鶏作出を行 うために,昭和26年秋から貯化育雛を開始した｡

(4) 飼 養 弟

a.基礎稜鶏

産 地

国 立一種 畜 牧 場
県 立 種 来 場
民 間
米 国

b. 供 試 鶏

t..･.I.:I..･lj｡.:.:Ill.1..日1:I:,言日.'.I..:.∴信 ;i::T',∴膏雷､て･T計
14.ll.111㌦4弓32!37

:こ- 号:こ

C. その他

基礎種鶏及び供試鶏のほかに,派生的な研究に供する目的で若干の成

鶏及び雛を飼育するO

(5) 設 備

建物として検定舎 1棟(36.OO呼),醇卵育雛倉 1棟(57.25坪),コ｡--鶴

舎 6棟(18.OO呼),住宅 1棟(21.25坪)があり,主要器具としては1,500卵入

立体電熱聯卵機 1台,バタ1)一式育雛器 3台を備えている.
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この第2号を前の集1号と比較すると･研究内容が短月日の脚 こ大～.､に進んだこ

とがわかる｡ことに当然のこととはいいながら,若い人々の研究鈷巣が増してきた

ことは首ばしい｡発表業静 ま1951年に査表のものに限った｡軒先碓軍もこの1年に

相当進寅した. j'ル ト㌢ユミット文庫の記事や,建物位茸略図などで阿ちかであ

ち.ただ研究者が増具しないのが残念である｡次の1年にはさらI芸界果した新施設

が約束され,｣曹立派な研究成果が期待されている｡創立後 日茂いが国内のみなら

ず粒界各国の遺伝学界J:り乾められ,ムァラー博士その他の来訪者や寄贈文教T3:ど

も多 くなった.同時に欧和文年報や 研究材掛の分簡その他の依頼も増してきた｡

この意味で,不十分ながら失政材料の革集 と年季の項を其れた.___次号に手蔓もつと責

全由 のにしたい｡附鎖としてのクJl･コの研究には,各研究室での分怨括農を集め

て便宜をはかった.また,遺伝学普及会と全国鶴 遺伝研究会の概要を加えた｡本

号には写真を入れた り,表紙の装鴨もフレツ㌢ユな感 じのJ:いものにしたいと患

い,とくにJll島理一･郎西伯にお願いして,遺伝を㌢yボライズしたカットを凸版に

した｡何西側 こお乱を申上げる次第である｡ (1952年5月 政村清二)
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